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憑依系王子は癒しの聖女を渇望する
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第一章　憑かれた王子












　五つの王国から成るブラン大陸。

　その南端、レガール王国の王都中央特区。

　多くの貴族たちが住まうこの区の一角、マクミラン伯爵邸では、末娘リンゼルの帰郷を喜ぶ父の明るい声が響いていた。

「やはり、こうして家族が集まっての食事はいいな」

　王国の近衛騎士団長を務める父が大口を開けて笑い、リンゼルは笑みを浮かべる。

　家族が集まって、と父は言ったが、実際はひとり欠けている。

　すかさず突っ込んだのは、今年十九歳のリンゼルのふたつ年上の姉、アルーシャだ。

「アトレイユがいないじゃない」

　アトレイユはリンゼルの兄で、アルーシャとは双子。

　現在、父の近衛騎士団に所属している兄は、急な任務のため夕食までに帰宅できなくなったらしい。

　その報告をしてくれた父が、にこやかにワインを飲む。

「それでリンゼル、ユーラディアでの暮らしはどうだった」

「とても充実した三年だったわ」

　ナイフとフォークを手にするリンゼルは、虹色の双眸そうぼうを柔らかく細めた。

　ユーラディアは、レガール王国の最北端にある領地で、通称『勉学の街』と呼ばれている。

　王都からは船で五日ほどかかるのだが、リンゼルは三年前、『ある目的』のため薬師を目指すと決意。

　王都の学園ではなく、ユーラディアの薬学専門校への入学を決め、無事に卒業し、本日王都に戻った。

「それはなによりだ。薬師の資格も得て、我がマクミラン家も安泰だな」

　満足そうにまたワインに口をつけた父に、それまで黙って食事をしていた母が溜め息を吐く。

「何が安泰ですか。ただの薬師ですよ。アトレイユはあなたの騎士団で、アルーシャは王宮で王族専属薬師。どちらも聖王の末裔として活躍しているというのに」

　――聖王ラフォレ。

　四百年ほど前、ひどい干ばつにより荒れ果てたレガール王国に雨を降らせ、大地を癒し、蔓延していた病原菌によって病に伏せった人々を救ったという、聖なる力を持つ救済者。

　母はその聖王の血を受け継ぐラフォレ家の生まれだ。

　聖王の子孫は代々聖なる力と、聖王の血統の証である『虹色の瞳』を持って生まれるのだが、今では血も薄れ、その力を十分に発揮できる者は少ない。

　だが、双子の兄と姉は違った。

　兄のアトレイユは聖なる力で魔物を屠ほふり、姉のアルーシャは癒しの力を付与した薬を調合でき、どちらも王宮付きの職についている。

　しかし、リンゼルに聖なる力はほぼなく、何においても平凡。

　父は気にしていないようだが、聖王の末裔である母は、双子の我が子が強い力を有しているのが誇りのようで、欠片も力のないリンゼルが気に入らないらしい。

「アルーシャには敵いませんが、私も効果の高い薬を作ることができました。なのに、どうしてあなただけ……」

「申し訳ありません」

　こうして謝るのも何百回目になるのか。

　物心ついた時からずっとなので、ゼロがもうひとつつくかもしれない。

（ユーラディアでの生活が充実していたのは、お母様のこの小言がなかったのが大きいのよね）

　三年の間、ホリデーに一度も帰郷しなかったのも、実はそれが理由だ。

　しかし、表向きは『育てている薬草が心配だから』ということにしていた。

「まあ、アトレイユとアルーシャが特別なだけだ。そんな子をふたりも授かれたことを誇りに思おう」

　何気ない父の言葉に、リンゼルの胸がちくりと痛む。

　父は、特別な力がない方が普通だと考えているので、聖なる力がなくとも贔屓ひいきせずリンゼルを可愛がってくれている。

　だが、幼い頃から兄と姉と比べられてきたせいで、ふたりを褒めるような言葉にはリンゼルは敏感だった。

　フォローしてくれているとわかっていても、ネガティブな考えに陥ってしまう。

「せっかく帰ってきたのに散々ね」

　隣に座る姉が、小馬鹿にするように小声で言って含み笑った。

「薬師として働くつもりなら、私に迷惑かけないようにしてね。王宮専属薬師の身内がヘマやらかしたなんて、私の評判に傷がつくのはごめんよ」

「はい、気を付けます」

　そして、姉もまた母に似ていてプライドが高く、リンゼルのみに嫌味を口にしがちだ。

　家族のことは嫌いではないが、共にいると息苦しい。

　そんな夕食の時間を楽しめるはずもなく、リンゼルは「長旅で疲れている」という理由で一足先に席を外した。

　自室へと歩きながら溜め息を吐く。

（こうなるとわかっていたし、心づもりもしてきたつもりだったけど、やっぱりきついな）

　それでも、リンゼルには帰りたいという強い思いがあった。

（けれど、これでようやく彼の役に立てる一歩目を踏み出せる）

　リンゼルが薬師になった理由。

　それは、リンゼルの友人であり、レガール王国第一王子のラズワルド・ファルシオンの虚弱体質を改善することだ。

（ラズは元気かしら）

　彼は年に数度ユーラディアにやってきて、リンゼルに顔を見せてくれていた。

　ユーラディアまでは長旅になる。

　身体が強くないラズに無理はしてほしくなかったが、わけあって頼れる臣下も友人もいない彼は『お前と会うと調子がよくなる』と、温泉での療養を理由にひと月ほど滞在して帰るのだ。

（おかげで、ラズへの恋心を捨てられなかった。長年の片思いに終止符を打つ目的もあったのに）

　苦笑し、エントランスホールから二階への階段を上ろうとした時だ。

「リンゼル！」

　玄関扉が開き、満面の笑みを浮かべて兄が帰ってきた。

「兄様！　お帰りなさい！」

「ただいま。いや、お前こそお帰りだな。せっかく王都に戻ったのに、一緒に食事ができなくて悪かった」

「私のことは気にしないで。騎士団のお仕事お疲れ様です」

「ありがとう。リンゼル、会わない間に随分と髪が伸びたな」

　腰まであるはちみつ色の髪を優しく撫でられ、リンゼルは柔らかく微笑んだ。

「ユーラディアでは、髪を長くするのが今の流行りなの」

「そうなのか。北方は寒いから、首元に髪があれば寒さ対策にもなりそうだな」

　確かにユーラディアは寒冷地だが、防寒目的で髪を伸ばすのが流行ったわけではない。

　実際は、歌劇団のトップ女優が、編み込んだ長い髪に花飾りをたくさん散りばめていたのが可愛いと評判になったから、なのだが、兄の発想にリンゼルは堪えきれず笑った。

「兄様、相変わらず面白い」

「それは誉め言葉か？」

「ええ、三年前と変わってなくて安心する」

　リンゼルは、幼い頃から自分を可愛がってくれる兄に懐き、信頼している。

　辛辣な母や姉を避けたくて帰省しなかったが、兄と会えないのは寂しく思っていた。

　時々送られてくる兄の手紙には『会いに行けなくてすまない』『風邪をひいていないか？』と、家族の近況報告と共に、リンゼルを気遣う言葉が必ず添えてあった。

　手紙を送ってくれるのは兄だけだった。

　いや、正確には家族では兄だけ、になる。

　家族以外では……。

「ああ、そうだ。お前宛てにラズワルド殿下から手紙を預かってきたんだ」

　そう、ラズワルドことラズだ。

　彼からは毎月手紙が送られてきたが、まさか戻って早々また手紙をもらうとは想像していなかった。

「専属執事の話によると、なるべく急いでくれとのことだ」

「い、急ぎなら早く出してくれないと！」

「すまん。お前に会えた喜びでうっかり忘れかけたよ」

　はははと笑うマイペースな兄に呆れつつ、急いで手紙に目を通す。






『親愛なるリンジー







　どうか俺を助けてほしい

　癒せるのはお前しかいないんだ

　耐えて待っている









ラズ』








「耐えてって……」

　虚弱体質なのは百も承知だが、耐えねばならないとは、いったい何があったのか。

　しかも、リンゼルにしか癒せないとは。

（ラズは、私の作ったハーブティーを飲むと疲れにくくなるみたいだけど……いえ、こうしてる間にもラズは苦しんでるかもしれない）

　考えるのはあとにして、リンゼルは使用人を呼び止めた。

「外套と馬車の準備をお願い」

「かしこまりましたお嬢様」

　使用人がすぐさま動き、兄が眉を顰ひそめる。

「手紙にはなんて書かれてたんだ？」

「詳細はわからない。でも、助けてくれって」

「そういえば手紙を渡された時、なんだか調子が悪そうだったな。もしかして、また例のか？」

　独り言ごちる兄の横で、リンゼルはフードつきの外套を羽織る。

「兄様、父様に」

「リンゼルはラズワルド殿下の様子を見に行ったと伝えておくよ」

「ありがとう！」

　そうして外套を翻したリンゼルは、馬車に乗ってラズの元に急いだ。






　――ラズワルド・ファルシオンは、生まれつきの虚弱体質により、王位継承権を持たない第一王子だ。

　本人の希望で普段は離宮に住み、最低限の使用人のみを置いて生活している。

　そんなラズとリンゼルの出会いは、七年前、リンゼルが十二歳の時だ。

　王侯貴族の令息令嬢が通う王立レフィーヌ学園。

　その中等部に入学し、ひと月ほど経ったある日のこと。

　夕暮れ時の温室で見かけた、ひとり読書に耽る美しい顔立ちの上級生。

　それがラズだった。

　星も月もない、静かな夜のような黒髪。

　長い睫毛に縁どられた翡翠色の瞳は、透き通って高価な宝石のようだ。

　その双眸が不機嫌そうに細くなる。

『何か用か？』

　素っ気ない態度。抑揚のない声。

　美貌に見惚れて不躾ぶしつけに見つめてしまったリンゼルは、全身から拒絶オーラを放つ先輩に慌てて頭を下げた。

『お、お邪魔してごめんなさい。薬草の見学に来ました』

　おずおずと姿勢を戻すと、無言でじっと観察されて、リンゼルはさらに狼狽える。

『虹の瞳……お前、聖王の末裔か？』

『はい……そうです』

　彼が着用している制服のネクタイは、リンゼルの兄と姉と同じ三年の紺色。

　ならば恐らく知っているだろう。

　兄と姉のように聖なる力を活用できない、落ちこぼれの妹がいることを。

　また比べられる。

　そう思い、リンゼルは思わず視線を逸らしたのだが。

『なるほどな。だから薬草の見学か』

　美しい上級生は、別の形でマクミラン家の話題に触れた。

『だが、マクミランの家の温室の方がここより立派だろ』

　確かにマクミラン家の庭の一角には、母が作った温室やハーブ園がある。

　しかしリンゼルは、もう長いこと足を踏み入れていない。

『うちの温室は今、姉が管理しているので私は入れないんです』

　姉は、幼い頃に治癒の才能を見出されてすぐ、母から温室を譲り受けた。

　以来姉は、自分の育てる薬草に、落ちこぼれリンゼルの力が混じったら劣化すると警戒して温室に入れてくれないのだ。

『心の狭い姉だな。まあ、普段も自分のことしか考えていなそうな振る舞いではあるか』

　姉と面識があるのか、独り言ちた彼は再び活字の海に視線を戻した。

『マクミランの令嬢なら影響はないだろうし、好きに見学すればいい。ただし、読書の邪魔はしないでくれ』

『はい！　ありがとうございます』

　その日から、リンゼルは温室で度々その上級生と会うようになり、互いに邪魔はしない程度に言葉を交わすようになった。

　ひまわりが太陽を仰ぐ頃には、ラズという名だと教えられ、秋の色に色付きつつある学園の木々を眺めながら、彼はわけあって人との関わりを避けているのだと明かした。

　そして、土に霜の絨毯が広がったある日、温室に来ない日は学園を休んでいると聞いた。

　生まれつき【疲れやすい体質】のせいで、休まざるを得ないのだと。

　そうして出会いから約一年後、ラズが中等部を卒業する日。

『まだ家の温室が使えないなら、俺の住まいの庭と温室を好きにしていい』

　まずは一度見に来ないかと招待されたのが王宮敷地内の離宮で、その時ようやくラズがラズワルド王子だと知ったのだ。






（懐かしい）

　揺れる馬車から外の景色を眺めていると、ちょうど学園の前を通過した。

（王子殿下だと知って、不敬な態度をとっていたのを猛省して距離感を改めたら怒られたのよね）

『友人だと思っているのは俺だけか？』と、眉を顰めた彼を見た時、不興を買ってしまったと慄おののいた。

　だが、互いにあだ名で呼ぶようになった今ならわかる。

　あれは拗ねていたのだ。

（そう、彼の庭に通っていた二年の間、私は彼がどんな人か知った）

　口振りや態度は素っ気ないけれど、それは自分の身体を守ると同時に人に迷惑をかけないためについた癖みたいなもので。

『やっぱり、リンジーが育てたハーブティーを飲むと、身体が楽になるな』

『それなら、ラズが毎日飲めるようにたくさん育てますね』

『ありがとう。あの日、温室でリンジーと出会えたのは本当に幸運だな』

　本来の彼は優しく、穏やかな人柄だ。

　けれど、そんな彼の素顔を知っている者は多くない。

　恐らくは、彼の両親である国王夫妻とラズの弟で王位継承権を持つミイルズ、この手紙を寄越してくれた専属執事のガスパールと……。

（私、も入れていいのかしら）

　さすがにおこがましいだろうか。

　だが、ユーラディアに赴く少し前、父や兄も口にしていた。

　体質のせいで友人を作らないラズにとって、リンゼルは心許せる唯一の友人だと、ラズ本人が王族の正餐会で話していたと。

（あの時は嬉しかったな。でも、そのあとすぐ知ってしまったのよね）

　王位継承権はないが、ラズワルドは第一王子。

　然しかるべき相手との結婚に向けて、候補者を数名上げている。

　王と宰相がそう話していたと教えてくれたのは、当時、王宮薬師見習いとして王宮に出入りしていた姉だ。

『ちなみに、リンゼルの名前はなかったわ。仲良くしていても、やっぱり落ちこぼれじゃ候補者にならないのかしらね』

　自分は国にとって利益にならない。

　そんなことは知っていた。

　だが、ラズが誰かと結婚するという具体的な話を耳にしたことで、リンゼルはラズへの気持ちに気付いてしまった。

　いや、相手は王子だからと気づかない振りをしていたが、あまりの胸の痛みに自覚するしかなかったのだ。

　リンゼルが育てたハーブが疲れた身体に効くと微笑んでくれる、ラズが好きだと。

　けれど、結婚は望めない。

　ゆえにリンゼルは、ユーラディアの薬学専門学校へ入った。

　ラズの体質を改善し、疲れなど気にすることのない生活を送れるよう、彼を日々支えられるよう、彼の役に立てる王宮薬師を目指して猛勉強するために。

「何があろうと必ず助けるわ、ラズ」

　リンゼルは、祈るように手紙を胸元にくっつけて瞼を閉じた。






　衛兵によって壮麗な離宮に通されたリンゼルを出迎えたのは、ラズの専属執事ガスパールだ。

　ロマンスグレーの髪を後ろでひとつに束ねたガスパールは、白い手袋をはめた手を胸元にあてて一礼する。

「リンゼル様、帰省されて早々のお呼び出し、誠に申し訳ございません」

「気にしないでください。それより、ラズワルド殿下はどうなさったんですか？」

「それがわたくしには話してくれず、部屋に籠ったままでして。リンゼル様への手紙もドアの隙間から渡されました」

　ガスパールがラズの様子を把握できないなど初めてではないか。

　リンゼルは緊張でごくりと唾を飲みこんだ。

「私だけで対処できなければ、すぐにお知らせします」

「ええ、よろしくお願いいたします」

　気が急く中、ガスパールの案内で長い廊下を進む。

　ラズの部屋に辿り着くとガスパールは扉をノックした。

「坊ちゃま。リンゼル様がいらっしゃいました」

　扉の向こうから返事はない。

「だ、大丈夫でしょうか？」

「返事はなくともリンゼル様であれば入れていいと言付かっております。どうぞ」

　ガスパールに「よろしくお願いいたします」と一礼され、扉は静かに閉まった。

「ラズワルド殿下？　リンゼルです」

　声をかけて部屋を見回す。

　三年振りに入った彼の居室は、以前と変わっていない。

　必要最低限の家具と観葉植物が所々に置かれており、壁にはいくつかのお守りが……。

「あれ？　ない」

　悪いものを寄せ付けない効果があるらしいお守りが全てなくなっている。

　別の場所に移したのだろうか。

　いや、今はお守りの行方よりラズが先だ。

　体調が悪いのならベッドに横になっているのでは。

　そう思って天蓋付きのベッドを覗くが、綺麗に整えられていて使った形跡もない。

「殿下？　どこですか？」

「……リンジー、風呂だ」

　聞こえてきたラズの声にリンゼルは赤面する。

「す、すみません。入浴中とは知らず……！　廊下でお待ちしてますので」

　開きっぱなしになっている浴室の扉に向かって話しかけると、苦しそうな呻き声が聞こえた。

「問題ない、から。頼むリンジー……こっちへ、来てくれ」

　問題なら大ありだ。

　入浴中ならラズは裸のはず。

　行けるわけがない、が。

（でも、呼吸が少し苦しそう）

　そもそも自分は助けを求められて急ぎやって来たのだ。

　患者の裸を恥ずかしがっているようでは、王宮薬師になどなれない。

（ラズを助けないと！）

　彼の役に立つのだと気持ちを奮い立たせ、リンゼルはキャンドルの灯る浴室へ入った。

「し、失礼します！」

（必要になるまでは、なるべく肩より下は見ないようにしよう）

　結局、直前で羞恥が勝り、リンゼルは気を付けながらバスタブにつかるラズを見る。

　しかし次の瞬間、目を瞬かせた。

　不思議なことに、ラズは白いシャツと紺色のトラウザーズを纏まとった状態で身体を湯に沈めているのだ。

（どうして服を？　裸じゃないのはありがたいけど……）

　風呂は裸で入るものだと思っていたが、もしや王族は服を着たまま入るのか。

　それとも王都では今、この入り方が流行っているのか。

　頭の中で様々な可能性を浮かべていると、ラズが閉じていた瞼をぼんやりと開いた。

「リンジー、おかえり」

　とろりとはちみつのように甘く微笑まれて、リンゼルの心臓が早鐘を打つ。

（ま、待って。なんだか色っぽくない!?）

　リンゼルを捉えるラズの双眸は、蕩けたように潤み、のぼせているのか頬はほんのりと赤く火照っている。

　着ていて良かったと安堵したはずの服は、ラズの身体に濡れて張り付き、白いシャツから透けて見える肌がひどく艶めかしい。

　トラウザーズも彼の身体のラインを拾っていて、全裸より卑猥ひわいに見えるではないか。

「た、ただいまです。あの、どうして服を着てお風呂に？」

「最初はソファで耐えてリンジーを待ってたんだ。だが、火照りがきつくなってきて、ひとまず冷まそうと水につかった。服のままなのは、お前が困ると思ったからだ」

　話している間も、ラズは時々気だるそうに熱い息を吐いた。

　濡れた毛先から滴る水が、首筋をなぞって鎖骨に落ちる。

　それさえもラズを妖艶に彩って、目のやり場に困ったリンゼルは、思わず視線を外した。

「お気遣い、ありがとうございます」

「リンジー……どうして目を逸らすんだ？」

　服を着ていても目に毒なほどの色香を放っているからです、とは言えず。

　リンゼルは愛想笑いを浮かべてラズの顔だけを見るように努める。

「それより殿下、お手紙の件ですが、何があったのですか？」

「ああ。実は、またつかれたんだ」

「えっと……疲れて身体が火照って、冷たいお風呂に入ったのですか……？」

「そうだ」

　こくりと確かに頷かれたが、リンゼルはまたもわけがわからず眉を顰める。

　疲れを癒すなら温かい風呂が一番ではないのか。

　ラズもユーラディアに湯治とうじへ来て、似たようなことを言っていたはず。

『ユーラディアの湯は、あいつらが苦手らしくて逃げていく。疲れも飛ぶし、最高だな』と。

　それに、疲れで身体が火照るなど聞いたことがない。

　もしかして、疲れ自体、何かの病気から来ている可能性もあるのでは。

「お医者様には診てもらいました？」

「医者にどうにかできるわけがないだろ。しかも、今回のはなかなか強力なやつで、今までのように放っておけばいずれ出て行くものとは違う」

　ウイルスの話だろうか。

　だとしたら、出ていかないものとなると、かなりやっかいなのでは。

　リンゼルは、ラズと視線を合わせるようバスタブの横に膝をつく。

「い、いったいどんなご病気を患われたのですか？」

「病気じゃない。つかれたって言ってるだろ」

　ラズは「はぁ」と熱っぽい息を吐き、バスタブにもたれた頭を起こした。

（ど、どうしよう。言ってる意味がよくわからない）

　病気ではなく、疲労で身体が火照る。

　まさか、未知のウイルスに侵されたのかと嫌な想像をし、心配になってラズを見つめる。

「リンジー……俺を救えるのはお前しかいない。だから助けてくれ」

　そう告げるや、ラズは「うっ……」とワイシャツの胸元を片手で掴んで、バスタブの縁に前のめりにもたれた。

「ラズ……！　まずは今出ている症状を抑えましょう」

　鎮静薬を用意しようと、肩から下げている鞄に手を入れた時だ。

　視界の隅で、水に濡れたラズの手が伸びてきて、リンゼルの顎に添えられた。

　次いで上向かせられると、芸術品のごとく美しい顔が距離を詰め、驚く暇もなく唇に柔らかいものが押し当てられる。

（……え？）

　思考は完全に停止。

　リンゼルは瞬きも忘れて、自分の唇をしっとりと啄ついばむそれをただただ甘受していた。
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　――口づけられている。

　そう気づいた時には、ラズの親指がくっと顎を押し引いて、開いた唇の隙間から舌が入り込んでいた。

（なっ……えっ……なんで急にキスなんて）

　熱い舌先が情熱的に口内を荒らし、風呂の水とは違うちゅくちゅくという水音が耳の奥で響く。

「っ……ん、ラズ、待って」

「すまないっ……もう、限界なんだ」

　謝罪するや、ラズは角度を変えてまた舌を触れ合わせた。

　突然キスするなんて、いったいどうしたのか。何が限界なのか。

　どうにか状況を把握しようと試みるが、官能的な口づけに翻弄ほんろうされて頭がうまく働かない。

　じゅっと舌を吸われ、熱い呼気が絡み合う。

　理由はわからずとも、想い人に口づけられる幸福に頭がくらくらした。

「リンジーの唇は甘いんだな」

　そんなわけがない。

　けれど、ラズは本当にそう感じているかのように、夢中になってリンゼルの口内を味わい続けた。






　――どのくらい経っただろうか。

　濃艶なキスの嵐に下腹部が疼いて仕方なくなった頃、ゆっくりとラズの唇が離れた。

　執拗なまでの口づけにすっかりとろけてしまったリンゼルは、腰が抜けたようにぺたりと座り込む。

「大丈夫か？」

「は、はい……なんとか」

「いきなり口づけて悪かった。だが、おかげで身体の熱と渇きは落ち着いた。おそらく俺に憑いた淫魔も一旦満足したんだろう」

「いん、ま……？」

「知らないか？　数はそんなに多くないが、人の精気を食らい生きる魔物だ」

　説明を聞き、学校で魔物について学んだのを思い出す。

　半人半鳥のハーピー、複数の頭を持つ巨大な犬のケルベロス、海底に棲むタコの怪物クラーケンなど、魔物には様々な種類が存在する。

　魔物によっては毒を持っており、見分けて薬を調合する必要がある。

　試験にも出るため全て頭に叩き込んだのだが、リンゼルの中で特に印象に残っている魔物がいた。

　薬師や医者が手を焼く魔物。

　それが淫魔だ。

「人間を誘惑する魔物で、催淫効果を施される……ですよね」

　そこまで口にして、リンゼルはハッと目を瞠った。

「まさかラズは、淫魔に誘惑されたんですか!?」

　それで身体が火照り、鎮めようとしたが上手くいかず、リンゼルに助けを求めたのでは。

「惜しい。誘惑はされていない。憑かれたんだ」

「……疲れたんですか？」

「ああ、死にかけの淫魔が俺の中にいる。だからお前を頼った」

（死にかけの淫魔が、ラズの中に、いる？）

　心の中で反芻したリンゼルは、おそらく長い間犯していたであろう重大な過ちに気付き戦慄いた。

「あ、あの……！　疲れたというのは疲労ではなく、霊などに取り憑かれたという意味で、殿下は取り憑かれやすい体質ってことですか!?」

「あ、ああ……そうだが」

　前のめりなリンゼルの様子にラズは少々狼狽えるも、その勘違いに気付いたようで「もしかして」と伺うような視線を投げてくる。

「疲労の方だと思っていたのか？」

「は、はい……」

「リンジーに打ち明けてから今日までずっと？」

「ずっとです」

　中等部に入学し、ラズから体質について聞いたあの日から今日までの六年間、『疲れやすい』体質だと思っていた。

　まさか『憑かれやすい』だったとは。

「恥ずかしいです。気づけなかったなんて」

　ううっ、と顔を両手で覆って俯くとラズは大笑いした。

「まあ、説明不足だった俺も悪い。だがそうか。それであれこれ薬を作ってくれてたんだな。滋養強壮や代謝を上げるものなんて意味があるのかと思っていたが、納得がいった」

「す、すみません……」

　羞恥と居たたまれなさに俯いていると、ラズがバスタブから立ち上がる。

　ぽたぽたと水が滴る音がして、音につられて顔を上げたリンゼルは後悔した。

　水につかっていた時よりも、衣服がさらに身体にぴたりと張り付き、彼の色香を増幅させているのだ。

（不敬……！　許可なく見てはいけないレベルだわ！）

　リンゼルは咄嗟とっさにもう一度手で顔を覆う。

「改めて話すが、俺は、悪意や念の影響を受けて具合が悪くなったり、生霊、怨霊や妖魔に憑かれてしまう体質だ。王位継承者が憑かれやすいなど、臣下たちにとって不安要素でしかない。当然〝不吉だ〟と国の安泰を脅かすのではないかと心配され、暗殺の懸念まであったため、俺は王位継承権を剥奪されたんだ」

　だか、これで良かったとラズは続けた。

　国民の不安を煽る必要もないからと。

「これを知るのは限られた者のみだ。王族と重鎮レベルの臣下、それと王族を守る近衛騎士団。そしてリンジーだ……って、まだ顔を隠してるのか」

「お、お気になさらず。心が落ち着いたら外しますので」

「そんなにショックだったのか？　だが、勘違いしていたとはいえ、リンジーが育てたハーブで作ったお茶のおかげで憑かれにくくなった。おそらく聖王の末裔としての力が俺を守ってくれてるんだろう」

「私の、力」

　今までずっと、ラズの助けとなる質のいいハーブティーを作れていたと思っていた。

　だが、力が宿り、魔除けの効果を発揮していたのなら。

「そうだとしたら、すごく、すごく嬉しいです」

　劣等感に苛まれ続けていた心が、ふわりと軽くなった気がして、気付けば手を下ろして笑みを浮かべていた。

　喜びに心を躍らせるリンゼルを見て、ラズも頬を緩める。

「風邪を引く前に着替える。悪いがそこのバスローブを取ってくれるか」

「は、はい」

　ラズが衝立の向こうで着替える気配がして、リンゼルは慌てて背を向け、ハンガーラックに手を伸ばした。

　肌触りの良いベルベットのバスローブをハンガーから外した時、ふいに「なるほど」と合点がいく。

「殿下は、私のハーブティーの効果を実感していたから、私に助けを求めたんですね」

　リンゼルは無意識にも、聖なる力により憑かれにくいハーブを作れる。

　ならば、祓うことも可能なのではとラズは考え、リンゼルを呼んだ……。

「それは……まあ、中あたらずと雖いえども遠からずだな」

　わけではないようだ。

　曖昧あいまいな返答に小首を傾げ、リンゼルは衝立の脇からバスローブを差し出す。

「とにかく、淫魔を追い出すためにリンジーに手伝ってほしい」

「わ、わかりました。うまくできるかわからないですけど、聖なる力で祓えるかどう――」

「えー、ダメ」

　突如、どこか幼さを感じる口調で拒否され、リンゼルはその違和感に目を瞬かせた。

　すると次の瞬間、ぬっと伸びてきた手に腕を掴まれる。

「祓われるのは苦しいし、下手したら死んじゃうからやめてほしいなぁ」

　そう言って衝立から出てきたラズの瞳は、翡翠色ではなく血のように真っ赤に染まっていた。

　バスローブが手から滑り落ちて、リンゼルは眉間に皺を寄せる。

「……ラズじゃ、ない？」

「正解だよ、可愛いお姉さん」

　上半身裸のラズじゃないラズが、にっこりと可愛らしく微笑んだ。

　すると、頭からめきめきと羊のような角が生え、臀部からは黒い尻尾が伸びてゆらゆらと揺れる。

「あなたまさか、ラズに取り憑いてる淫魔……なの？」

「そうだよ。さっきはありがとう。お姉さんの精気、すごく美味しかった。ラズと相性がいいのかな。もっと食べたいなぁ」

　ちょうだい？　と可愛らしく首を傾げて強請ねだり、ラズ……いや、淫魔が顔を寄せてくる。

「い、嫌です」

　腕を掴む手を振り解こうとするがびくともしない。

（どうして淫魔が出てきたの？　乗っ取られた？　もしそうなら、どうしたら元に戻せる？）

　リンゼルは混乱しながらも、現状をどう打破すべきか逡巡する。

「ラズは無事なの？」

「無事だよ。祓われたら困るし、さっきのキスで少し元気になったから一時的に主導権をもらってるだけ。だけど、お姉さんが精気をくれないなら、ラズは死ぬ」

　不吉な言葉に全身の血の気が引いた。

「そんなのダメよ！」

「そう言われても、精気がもらえないなら宿主の命、つまり『生気』をもらって回復するしかないんだ」

　人間が生きるために食事をするのと同じで、どんな魔物も生きるためには栄養を摂取する必要がある。

　それはリンゼルにも理解できる、が。

（どうしてラズなの……）

　ラズは、体質のせいで苦労を強いられてきた。

　時に恐れられ、蔑まれ、人を傷つけまいと自ら距離を取り、慎ましやかに生きてきたというのに。

　どうして命まで危険にさらされなければならないのか。

「本当に、私の精気をわければラズは助かるの？」

「うん。元気になったらラズから出ていくよ」

　先ほどのように口づけて精気をわければラズは死なない。

　本当にそれだけならいいが、なにせ相手は魔物だ。

　騙されたりしないよう、慎重にことを進めなければ。

「だんまりってことは協力したくないって感じ？　君がくれないなら他の女の人でもいいけど、彼、君以外は嫌みたいだからなぁ」

「えっ……」

　取り憑いた人間の考えがわかるのか、淫魔が独り言ちるように口にした言葉にリンゼルは浮つく。

（私以外は嫌って……本当に？　わ、私も、いくら淫魔に憑かれたからって、ラズが他の女性と口づけたりするのは……嫌）

　いずれ相応しい相手と結婚してしまうのはわかっている。

　だが、その時がくるまでは、少しでもラズの隣にいたい。

「まあ僕はお姉さんの精気でもラズの生気でもどっちでもいいよ。ラズとお姉さんが話し合って決めて」

　淫魔はそう言うと、ようやくリンゼルから手を離した。

「……ひとつ、教えて」

「答えられることなら」

「あなたたち淫魔は、誘惑した相手に催淫効果を与えるのでしょう？　さっきのラズの症状は催淫効果によるものよね？　どうして淫魔に憑かれているラズがそんな風になるの？」

　以前、授業で習った淫魔が与える催淫効果。

　それとは少々異なる状況が気になり尋ねる。

「お姉さんいいとこつくね。そうだよ。催淫効果は本来、食事をさせてくれる対象に与えるものなんだ。快楽が高まれば高まるほど、上質な精気をもらえるからね」

「それがどうしてラズに？」

「んー、簡単に言えば、僕が精気を欲しがっているサインだね。欲しくて欲しくてたまらない渇きを、ラズの身体が感じ取って激しい性欲として現れる」

　要は、淫魔の生存本能に、宿主の身体が影響を受けている状態らしい。

「それで、その渇きが続くとあなたは耐えきれなくなって、ラズの生命力を摂取するのね」

「うんうん、その通り」

「質問をもうひとつ追加させて」

「人間って強欲だよね。欲しい物をひとつ得たのに、満足できずにさらに欲しがる」

　ぶつくさ言っているが、かまわずに質問する。

「ラズから出て自分の姿で摂取するとか、私に取り憑くことはできないの？」

　王位継承権がないとはいえ、ラズは一国の王子。

　その命は尊ばれるべきものだ。

　もし淫魔にこだわりがないのなら、自分に憑くのが現状一番の得策と考え問うてみる。

　しかし、淫魔は首を横に振った。

「出て行ったら死んじゃうから無理」

「で、でも、少し元気になったんでしょう？」

「まだまだ足りないよ。というか、今はまだ出て行く力さえないし。それに、ラズにも僕が必要だ」

「……どういう意味？」

　淫魔が死を回避し力を蓄えるために、人に取り憑く必要があるのはわかる。

　だが、ラズが淫魔を必要とする理由などあるのか。

「ふふふ、ひ・み・つ」

　意味深な笑みを浮かべた淫魔は、ふと何かに気付いた様子で両手を握ったり開いたりする。

「あー、せっかく君の精気で蓄えた力がもうなくなってきた。あれっぽっちじゃ短時間乗っ取るのも厳しいか」

　はぁ、とつまらなさそうに溜め息を吐く。

「あとはラズに任せて僕はゆっくり休もうかな。お腹がすいたらまた合図送るから供給よろしくね。……あ、そうそう」

　今まで可愛らしく微笑んだり落ち込んだりと忙しくしていた淫魔が、魔物らしくニタァと口の端を上げて笑う。

「もし僕を祓おうとしたら、一気にラズの生気をもらって殺すから」

「なっ……！」

「だから、お互いのためにも協力よろしくね～」

　卑劣にも脅した淫魔は、また愛嬌たっぷりの笑顔を見せる。

（話が通じるし悪意もなさそうな雰囲気だから油断していたけど、やっぱり魔物なのね）

　リンゼルは淫魔の生態を再認識し、緊張にごくりと喉を鳴らした。

　その直後、ラズから角が消え、瞳が翡翠色に戻る。

「……ん？　今……着替えてて……？」

　入れ替わっていた間の記憶がないのか、ラズはぼんやりとしながら辺りを見回し状況を確認する。

「リンジー、どうした？　眉間に皺が寄ってる」

「……ラズ」

　リンゼルは床に落ちたバスローブを拾い、ラズに差し出した。

「私でよければ協力させてください」

　大切な人の命を守りたい。

　絶対に奪わせない。

「必ず淫魔を追い出しましょう！」

　ラズのためならなんでもする。

　握拳にぎりこぶしを作り、気合十分に伝えると、ラズは嬉しそうに目を細めた。

「ありがとう、リンジー。お前以外から精気をもらう気はなかったから助かる」

　淫魔も、ラズはリンゼル以外から精気を得るのは嫌みたいだと言っていた。

　そのこだわりは、リンゼルを信頼し、心を許してくれているという意味だろう。

　だが、期待してしまうのだ。リンゼルがラズに対してそうであるように。

　愛や恋という、甘やかで特別な感情を持ってくれているのでは、と。

（ダメ。そんな期待、傷を深めるだけ）

　彼は王族で、自由恋愛は許されない。

　国のため、彼はいずれ相応しい女性を娶めとる。

　だから期待などせず、治療だと割り切って精気をわけるのだ。

「お役目、しっかり務めさせていただきますね」

　一番に頼ってくれた。それだけでも喜ぶべきだ。

　勘違いしないようにと自重し、恭しく一礼する。

　そうして姿勢を戻したリンゼルが見たのは、複雑な表情で苦笑するラズの寂しそうな顔だった。

















第二章　あなたの食事












『リンゼル・マクミランを第一王子ラズワルド・ファルシオンの専属薬師に任命する』

　マクミラン家にその知らせが届いたのは、ラズに取り憑いた淫魔を追い出すため、リンゼルが協力を約束した翌日のことだ。

　兄も揃った団らんの夕食は、昨夜に引き続きリンゼルの話題が中心となっていた。

「戻ってさっそく仕事が見つかって良かったな。しかもラズワルド殿下の専属薬師とは大抜擢だ。さすが私の娘だ！」

「うんうん、さすが俺の妹」

　喜ぶ父と兄とは反対に、母と姉の顔に笑みはない。

　母は美しい所作でナイフを肉に通しながら、リンゼルを見ないまま口を開いた。

「ラズワルド殿下は人付き合いが苦手な方。交流のあるリンゼルならばと、陛下が気を遣ってくださったのでしょう。けれど、アルーシャのように実力で選ばれたわけではないのだから、くれぐれもマクミラン家の名を汚すようなことのないように」

「はい、母様」

　相変わらずの厳しい言葉。けれど、間違ってはいない。

　リンゼルが選ばれた理由は、実力うんぬんではない。

　しかしそれを正確に知るのはラズとリンゼルのみで、実は国王陛下でさえ一部を把握しているのみだ。

　ラズ曰く、『淫魔を追い出すためにリンゼルから精気を分け与えてもらう』などと言えば、強制的に別の相手を宛てがわれる可能性があるとのこと。

　リンゼル以外から精気をもらう気がないラズとしては、そうなるのは絶対に阻止したいらしく……。

『また悪いものに憑かれてしまった』

『リンゼルの作る薬には、ラズに憑く魔を祓う力が宿っている可能性がある』

　という二点を踏まえ、リンゼルを専属薬師としてしばらく傍に置きたいと願ったようだ。

　そして、それを近衛騎士団の父と兄はすでに把握しているのだろう。

　ラズの体質を知らないのは仕方がないとはいえ、リンゼルに対する母の評価の低さに父が溜め息を吐いた。

「娘がめでたく一人前になるというのに、励ましの言葉もないのか」

「そうだよ母さん。それに、陛下が気を遣ったんじゃなく、ラズワルド殿下が指名したんだ。リンゼルの作る薬やハーブが、殿下の調子をよくしてるからって」

　兄が、ラズの特殊な体質に関してうまく濁し説明する。

　だがそれでも母の反応は揺るがない。

「リンゼルに力があり殿下をよくしているのなら、なぜいまだ離宮で生活を？　学生の頃から懇意であるにもかかわらず改善されていないのでは、結局たいした力を持っていないということでしょう」

　そう言って、母は食事をやめて席を立ち、ダイニングルームから出ていった。

　続いて姉も「私ダイエット中なの」とナプキンを置いて自室に戻ってしまう。

「まったく……。まあ、ふたりは事情を知らないからな。気にせず、ラズワルド殿下をお支えしなさい」

　使用人らに聞かれないよう小声で父が励まし、続いて兄が元気づけようとデザートのレモンケーキを分けてくれる。

　優しい父と兄に感謝すると同時に、リンゼルは罪悪感に苛まれた。

（薬師として離宮に滞在する間、淫魔を追い出すためにラズに精気をわける役目がある……なんて、きっと想像もしてないわよね）

　騙すのは心苦しいが、ラズのためだ。

　リンゼルは、気持ちが後ろ向きにならないように、兄からもらったケーキを口いっぱいに頬張った。






　翌朝、荷物をまとめ終えたリンゼルが自室を出たところで、姉が行く手を塞ぐように廊下に立った。

「王家のお荷物王子の専属薬師なんて、あなたってとことんついてないわよね」

　姉は以前からラズに対して辛辣しんらつだ。

　兄から聞いた話によると、学生時代、ラズは姉の煎じた薬よりも、リンゼルのハーブティーの方がいいと言ったらしい。

　リンゼルには嬉しい言葉だが、妹よりも劣ると言われたようで姉のプライドが傷ついたのだろう。

　以来、姉の中でラズの印象は悪いようで、こうしてことあるごとに嫌味を口にする。

　想い人をけなされたリンゼルは眉根を寄せ、鞄の持ち手をぎゅっと強く握った。

「ラズをそんな風に言わないで」

「でも事実じゃない。お荷物だから王位継承権を剥奪されて、離宮で引きこもり生活をさせられてるんでしょう？」

　姉は、ラズの本当の体質を知らない。

　生まれつきの虚弱体質により、離宮で生活していると思っている。

　故に当然、ラズの葛藤も知らない。

『なぜ、こんな体質に生まれたのか』

『こんな身体でなければ、国のためにやれることがたくさんあったはず』

　人は、体調が悪いと心も弱くなる。

『側で父を支えたかった』

『弟に押し付けて不甲斐ない』

　そんな時に零れるラズの本音。

　姉は知らないし、想像もしていないだろう。

　いや、生まれてからずっと恵まれていた姉には、知っても理解できないかもしれない。

　ラズが胸の内に抱える苦しみや痛みを。

　リンゼルの努力を、無駄だと鼻で笑う人だから。

「ミイルズ殿下は次期国王となるべく日々頑張ってらっしゃるわよ。そうそう、この前は私をお茶に誘ってくださったの。ラズワルド殿下とは違って温かいお人柄で人望もあるし素敵よね」

「確かに、ミイルズ殿下は努力家で素敵な方だわ。だけどラズも優しいし、自分の立場をわきまえて振る舞える聡明な人よ。姉様、お願いだから、よく知りもしないのにラズを悪く言わないで」

「あなたって、自分のことは何言われても黙ってるくせに、ラズワルド殿下のことになるとむきになるわよね。もしかして、まだ自分にチャンスがあると思ってる？」

　姉は心底バカにするように言って、クスクスと肩を揺らした。

「前にも話したはずよ。ラズワルド殿下には然るべき妃候補がいるって」

「……わかってる。私はただ、殿下をお支えしたいだけ」

「ふぅん？」

　にやついた顔で小首を傾げた姉から、リンゼルは視線を逸らし俯いた。

（これは……またわざとつっかかって楽しんでるのね。姉様の方が優れているのだから、私なんて放っておけばいいのに）

　聖なる力だけではない。容姿も、頭脳も、リンゼルより姉の方が秀でている。

　だのに、昔から意地悪をするのはどうしてなのか。

　母が、我が子に力がないと落胆し、冷たく当たるのはわかるのだが……。

「リンゼル、ここにいたのか」

　兄の声に、リンゼルは落としていた視線を上げた。

「そろそろ出るぞ」

　騎士団の詰め所に行くついでに兄が離宮に送ってくれると約束をしていたので、いつまでも下りてこないリンゼルを探しにきたようだ。

「ごめんなさい。今行くわ」

　荷物を持ち直すと、姉は一歩後ろに下がってリンゼルを通す。

「まあ頑張って。わからないことがあればいつでも頼ってね。アドバイスくらいはしてあげるから」

（アドバイスなんて、一度もしてくれたことないくせに）

　鵜吞みにせず、けれど一応「ありがとう」と述べてからリンゼルは姉に背を向けた。






　馬車に揺られて数十分。

　離宮に到着し、リンゼルは兄の手を借りて馬車から降りた。

「忙しいのに送ってくれてありがとう兄様」

「可愛い妹の初出勤だからな、気にするな。滞在はどの程度の予定なんだ？　週末には帰ってくるのか？」

「まだわからないの。ラズと相談してみる」

　いつ淫魔が精気をほしがるか。

　現時点ではタイミングが不明なので、リンゼルは離宮にしばらく滞在する予定だが、果たして帰る余裕はあるのだろうか。

「わかった。ああ、そういえばリンゼル、父上から縁談の話はされたか？」

「え、縁談？　聞いてないけど……」

「そうか。俺も詳しくは知らないんだが、まあ、心積もりはしておけよ」

　ポンとリンゼルの肩を叩いた兄は「頑張れよ」と爽やかにエールを送り、再び馬車に乗り込んだ。

　頑張るのは、仕事か心積もりか。

「私に、縁談……」

　走り出した馬車を見送り、ぽつりと呟く。

　背後から足音が聞こえてくるが、置き土産にされた『縁談』の二文字の威力が大きすぎて、リンゼルに確かめる余裕はない。

（姉様ではなく、私に）

「リンジー、出迎えが遅れてすまない」

（私が先に結婚を勧められる理由ってなに？）

「リンジー？」

　ラズが覗き込むようにしながら前に立ち、リンゼルはハッとする。

「あっ……おはようございます」

「おはよう。ぼーっとしてどうした？」

「い、いえ、なんでもないです」

　まだはっきりしない話だ。

　ラズに話すのは、詳細を聞いてからがいいだろうと考え、リンゼルは気持ちを切り替えるように笑みを浮かべた。

「本日よりラズワルド殿下の薬師として精一杯務めさせていただきます。よろしくお願いします」

　淫魔の件がメインとはいえ、薬師として働く記念すべき初日。

　挨拶はきちんとすべきだと考え一礼したのだが。

「硬いな」

　ラズから不服そうな声が返ってきた。

「仕事だからと気負わなくていい。いつも通りにしてくれ」

「で、でも」

「俺がやりづらいんだ。頼む」

「わ、わかりました」

　ラズが望むなら今まで通りの接し方で。

　とはいえ、友人としての距離感で接しすぎても良くない気がするので、節度は意識すべきだろう。

　特に、精気を与える際は、務めであることを忘れないようにしなければ。

（じゃないと、想いが膨らみ過ぎて苦しくなる）

　そう考えると、縁談はいいタイミングなのかもしれない。

　ラズへの想いを、断ち切るために。

「また」

　こつん、とおでこを小突かれる。

「えっ」

「ぼんやりしてる。本当に大丈夫か？」

　心配そうに小首を傾げられて、リンゼルは焦って微笑んだ。

「ご、ごめんなさい。少し緊張してて」

「それならお茶でも飲んでリラックスするか。ガスパール」

「はい、すぐにご用意いたします」

　後方に控えていたガスパールがお辞儀し、さっそく踵を返す。

「そんな、働きにきてるのにお茶なんて申し訳ないわ……！」

　仕事終わりならいざ知らず、勤務初日、しかもこれから仕事だというのに甘えすぎではないか。

　だがラズは「だからいつも通りにと言っただろ」とマイペースに言った。

「そもそも今日は、宮殿の案内をするつもりだったんだ。荷物の片付けもあるだろうし、本格的に薬師の仕事をするのは明日からで、今日は準備日だな」

「でも、準備も仕事のうちなのでは」

　浮かんだ疑問を口にして突っ込むと、ラズはジト目でリンゼルを見つめ溜め息を吐いた。

「リンジーは本当に真面目だな」

「そうですか？」

「そうだろ。準備も仕事だと言うくらいだし。それに、ユーラディアに俺が行っても、勉強があるからとあまり会ってくれなかったな」

「それは、王宮で働けるような薬師になるために頑張らないといけなくて……って、ラズにも説明しましたよね？」

「聞いたし覚えている。だが、時には肩の力を抜くべきだと、俺も言ったはずだ」

　リンゼルも覚えている。

　ラズが湯治でユーラディアに滞在していた時、彼は度々リンゼルを訪ねてきていた。

　だが、王宮薬師になってラズを支えたいリンゼルは、優秀な成績を修める必要があり、勉強漬けの毎日を送っていた。

　正直に言えばラズと過ごしたかったが、恋に溺れては夢が遠ざかりそうな上、何より、その恋を諦めなければならなかった。

　そんな理由もあり、あまり誘いを受けないよう気を付けていたら、今のように溜め息を吐かれたのだ。

『懸命で真面目なリンジーは好きだが、時には肩の力を抜かないとうまくいくものもいかなくなるぞ』

　リンゼルはなるほどと納得し、根を詰めすぎて心配をかけるのも申し訳ないと、ラズと過ごすことを選んだ。

　リフレッシュ効果か、その後の勉強に支障が出ることはなかった。

　むしろ効率がアップし、息抜きの大切さを痛感したリンゼルは、ラズが滞在中は誘いをなるべく受けるようにした。

　だが、ラズとの時間が増えれば、当然、想いはなくなるどころか募るばかり。

　会えば時折見せる柔らかな笑みにときめき、王都に戻る日は寂しそうに見つめられて。

　そこにあるのが友情でも、特別に想われていることが嬉しくて……。

（結局私は、今もラズに恋をしている）

　以前と変わらず、リンゼルを気遣うラズが優しい笑みを浮かべる。

「というわけで、肩の力を抜くために茶を飲むぞ」

　美しくも骨ばったラズの手が、リンゼルの華奢な手を取って引く。

　リンゼルは繋いだ手の温かさに胸を高鳴らせながら、彼に導かれて日の光が降り注ぐサロンへと向かった。






　ユーラディアでの土産話や思い出話をしつつ、温かい紅茶で一息ついたあと、ラズは宣言していた通りリンゼルを連れて宮殿内を歩いた。

　広い庭園を囲んで建つロの字型の宮殿は、直線ごとにエリア分けされており、メインエントランスとは反対、つまり宮殿の最奥にラズの居室がある。

　離宮内でリンゼルが知っている場所は、そのラズの居室と使わせてもらっていた庭園、温室、サロン、そして時々一緒に食事をとっていたラズ用のダイニングルームだ。

　それ以外の部屋に入ったことがなかったリンゼルは、離宮を見て回りながら眉を顰めて小さく唸る。

「難しい顔してどうした？」

「どこにどの部屋があるか、一度じゃ覚えられなそうだなと思って」

　さすがは王子の使う宮殿。

　以前から広いとは思っていたが、想像以上だ。

「別にすべて覚える必要はないだろ」

「でも、いつこの前のようになるかわからないですし、どこでラズに呼ばれても、すぐに向かえるようにしたいので」

　幸い、前回から現時点まで、それらしい発作はないようだが、ラズの中の淫魔は時と場合を選んでくれるわけではないだろう。

「……俺のために覚えようとしてるのか」

「もちろんです。私はラズ専属薬師として働くんですよ？」

「そうか……俺のためか」

　ラズは口元を手で覆い、何やらぶつぶつと呟いている。

「ラズ？」

「あ、ああ、すまない。心配ならあとで間取り図を用意させよう。だが、もし覚えられなくても、その時にやった使いの者に案内させれば問題ない」

　そうは言っても、相手に都合があるかもしれない。

　もしもにそなえて離宮内の把握は必要だ。

　それに、ラズの専属薬師とはいえ、離宮で働く者たちの怪我や病気にも対応できるようにしておきたい。

（せっかく薬師として働けるんだもの。滞在中は色々とお世話になるし、少しでもお役に立てるように頑張ろう）

　ひとり内心で意気込んでいると、一歩前を行くラズが立ち止まった。

「ここがリンジーの部屋だ」

　中に入った瞬間、リンゼルは「凄い！」と歓喜の声を上げる。

　ここに来るまでにいくつかあった客室と同じような部屋を借りると思っていたのだが、まったく違った。

　入室してすぐのスペースは暖炉付きのリビングが広がり、そこを中心に右手の部屋が寝室、そして左手には……。

「調合室まで用意してくださったんですか？」

　小瓶が並ぶ薬品棚に、秤はかりやフラスコを始めとした様々な器具が置かれた調合台。

　薬師に必要なもののほとんどが揃えられた空間を見て、リンゼルは目をキラキラと輝かせた。

「ないと不便だと思って急ぎ用意させた。足りないものがあれば遠慮なく言ってくれ」

「はい！　ありがとうございます」

　リンゼルは感激し、調合室を歩き回る。

「それから、庭園の温室と薬草園も以前のように好きに使ってくれてかまわない」

「わ！　助かります。ユーラディアで育てていたハーブや薬草を持ち帰ってきたので、植えてもいいですか？」

「もちろんだ。今から見に行くか？」

「ええ、ぜひ！」

　リンゼルがユーラディアに発ってから三年。

　育てた植物は好きに使っていいと伝えたが、どうなっているだろうか。

　少し高揚しながらラズと共に庭園に足を踏み入れ、一角にある薬草園を見たリンゼルはまたもや目を瞠った。

「すごい……全部枯れずに残ってる……！」

　記憶に残っているのとほぼ同じ状態の草花の姿に、リンゼルは感動を覚えて破顔した。

「どなたかお世話してくださっていたんですか？」

「俺だ」

「ラズが!?」

　まさか王子殿下が手ずから世話をしてくれていたとは夢にも思わず、失礼にも大声を出してしまう。

　だがラズはリンゼルの反応に不機嫌になることはなく、むしろ小さく笑った。

「俺も、自分が草花の面倒をみる日がくるとは思わなかった」

　穏やかな声色で自嘲したラズは、片膝をついてカモミールの白い花びらに触れた。

「だが、リンジーが大切に育てていたものだし、枯らしてしまえば悲しむと思ったからな」

　やはりラズは優しい。

　姉も、こんな風に柔らかく微笑むラズを見たら考えが変わるだろう。

「ありがとうございます。でも、大変だったでしょう？」

「ああ、育てるのが難しい植物もあった。でも、毎日世話をしていると愛着も湧いたし、収穫すると達成感も得られた」

　植物を育てるのは楽しいな。

　そう言って立ち上がったラズは「失敗もしたが」と零した。

「枯れてしまったんですか？」

　それならリンゼルも何度か経験している。

　初めて育てる植物などは、水やり、日当たり、土壌、肥料、温度や湿度など、環境や栽培方法の調整がうまくいかない事例は多々ある。

　知識だけでなく植物の状態をよく見ることも大切なのだが、こればかりは経験が必要だ。

「枯らしたものもあるが、変な風に育った」

「変……ですか？」

「見た方が早いな」

　そう言ってラズに促されて温室に入ったのだが。

「こ、これはいったい……」

　ガジュマルの木が中央にそびえ立つ温室の奥、階段状になっている滝の傍らに、長い葉がうようよと動く、魔物と見紛う植物がいるではないか。

「数カ月前、何かに憑かれている感覚があった日に種をまいたらそうなった」

　以来、種をまくのはガスパールが担当しているらしい。

「処分はしないんですか？」

　憑かれた影響でおかしくなったということは、陰の力が原因なのだろう。

　このままにしておいても大丈夫なのか。

　心配になり尋ねるも、ラズは気にしていないのかひとつ頷いた。

「悪さはしないし、動くのを見てると可哀想でそのままにしてた。問題ありそうか？」

「初めて見るのでなんとも……」

　植物の魔物はいくつかいるが、そのどれとも違うので戸惑いつつ観察する。

「魔や霊的なものによる影響なら、リンジーの力でどうにかできないか？」

「できたらいいんですけど……」

　リンゼルが育てたハーブティーでラズが憑かれにくくなったようだが、無意識に力を注いでいたため、聖なる力の扱い方がわからない。

　兄に力を使うコツを聞いてはみたが、『集中して身体の中に流れる力を感じて、それを集めてガッと手から出すイメージだ』と感覚的に説明されたので参考にならなかった。

　そもそも、兄と姉は生まれつきその感覚がわかっていたようだ。

　母も同様で、おそらく、大なり小なり力を扱える者は、自然と身についていったのだろう。

　赤子が寝返りをうち、立ち上がり、歩くのと同じように本能的に。

　しかしリンゼルは力を感じたことはない。

　それでも、退魔効果を付与したハーブを作れたのなら、力はあるということ。

　ならば。

「いえ、できるかわかりませんけど、元に戻せないかやってみます」

　すぐには無理だろうが、これを機に力を使えるようになればさらにラズを支えることができる。

　それに、淫魔に聖なる力を使えばラズの命が危険なため使うことはできないが、この植物なら問題ないだろう。

「ありがとう。正しい姿に戻してやってくれ」

「はい！　頑張ります」

　植物を救う新たな目標を胸に、リンゼルは明るい笑みを浮かべた。






　ラズの案内でひと通り離宮内を歩いたリンゼルは、夜になると調合室に立ち、薬品のチェックに勤しんでいた。

　調合に必要なものは粗方揃っていて、薬師として仕事をするには申し分ない。

（ラズには本当に感謝ね）

　目指していた薬師になれただけでなく、早々にラズの役に立てる。

　その上こんなにいい環境を整えてくれた。

　心遣いに報いられるよう、役割を全うせねば。

　夢が叶い順風満帆なリンゼルだが、ふとした瞬間にちらちらと頭を過よぎる不安がある。

　今朝、兄が話していた縁談についてだ。

（私に縁談がきたのは、聖王の末裔として大した力もなく役に立たないから、結婚して役に立てということなのかも）

　だが、今結婚すれば、ラズの専属薬師ではいられなくなる可能性は高い。

　まして、王子に憑いた淫魔撃退という理由があっても、口づけで精気を与えるのは不貞とみなされるだろう。

　手にしていた小瓶を棚に戻し、溜め息を吐く。

（結婚、したくないな）

「どうした？」

「きゃあ!?」

　自分しかいないはずの室内に別の声が聞こえ、リンゼルは飛び退いて悲鳴を上げた。

　咄嗟に距離を取り、心臓がばくばくと暴れる中相手を確認する。

　立っているのはラズだった。

　就寝前だからか、上質な絹の夜着にベルベットのガウンを羽織った彼は、申し訳なさそうに眉を下げる。

「すまない。ドアが開いていたから不用心だと伝えに来たんだ」

「あ、ありがとうございます。戸締まりの大切さがさっそくわかりました」

　胸元を押さえてホッと息を吐く。

「で、ずいぶん大きな溜め息をついていたが、悩み事か？」

　聞かれてしまったリンゼルは苦笑して首を横に振った。

「いえ、何もないですよ」

「……俺には話せないのか」

　どうやら誤魔化しているのが見抜かれているようだ。

（話せないわけじゃない）

　だが、結婚するかもしれないと伝えたら、ラズは気を遣って今回の役目を解くだろう。

　そうしたら、ラズはどうなってしまうのか。

　淫魔に殺されるか、別の女性から精気を得るか。

　リンゼルにとって、どちらであっても想像するだけで胸が苦しくなる。

　しかし、誤魔化せないのなら正直に話すべきか。それとも――。

「リンジー」

　名を呼ばれ、いつの間にか俯いていた顔をあげたリンゼルは、次の瞬間目を瞠った。

　何の前触れもなく唇を塞がれたのだ。

「んぅっ……!?」

　驚いて胸板を押すと唇が離れ、頬をほんのりと赤く染めたラズと至近距離で目が合う。

　この様子は、まさか。

「淫魔のせい、ですか？」

「みたい、だ」

「それならそうと先に言ってください。いきなり、く、口づけされたらビックリします」

　この前は呼吸を荒げながらもどうにか会話をしていたというのに。

「すまない。この前よりも身体が熱くて、欲しくてたまらないんだ……」

　はぁ、と息を吐くラズは恐ろしいほどの色香を纏っていて、こうして会話する時間も惜しいとばかりにまた唇を重ねてくる。

　逃がさないと言うようにリンゼルの腰を抱き、後頭部に手を添えたラズの口づけは理性を失ったかのように激しい。

　この余裕のなさは、淫魔が精気を強く欲している表れか。

　戸惑いつつもキスを受け入れるリンゼルは、息継ぎしようと口を開く。

　すると、この機を待っていたかのように熱を孕んだ舌が滑り込んできた。

　唾液を全て奪うかのごとく舌を絡められ、咥内こうないを容赦なく蹂躙じゅうりんされる。

　前回とは比べ物にならない荒々しいキスに、リンゼルの腰が砕ける寸前。

「は、ぁ……なんだ？」

　リンゼルではなく、ラズの方がふらりとよろめいた。

「ラズっ？」

　リンゼルが慌てて抱き留めると、ラズは調合台に手をついて自らの体重を支えた。

「どうしたんですか？」

「目眩が、する」

　そう弱々しく告げたラズを見れば、確かに顔色が悪い。

「ラズ、とりあえずベッドに横になりましょう」

　悪化して倒れる前に、リンゼルはラズを支えて調合室の向かいにある寝室のベッドに移動した。

　横になったラズの様子を伺うと、相変わらず症状はあるようで、とろりとした目でリンゼルを見つめている。

「目眩も淫魔の催淫効果によるものなんでしょうか？」

「わからない。でも、まだ欲しい……リンジー……頼む」

　ラズの手が精気を欲しがってリンゼルに伸ばされる。

　だが、その手がリンゼルに触れる直前、ラズは横向きになって背中を丸め、シャツの胸元をかきむしるように掴んだ。

「あっ……つい……！」

「ラズ！」

（どうしよう！　そ、そうだ。薬！）

　鎮静薬を与えるべく、踵を返そうとしたリンゼルを「足りないんだよ」という落ち着いた声が引き止めた。

　振り返ると、赤い目をしたラズがこちらを見ている。

「い、淫魔、なの？」

「うん。こんばんは、お姉さん」

「こんばんは……って呑気に挨拶してる場合じゃなくて！」

　気だるそうに身体を起こして、ベッドに胡坐あぐらをかいた淫魔に突っ込みを入れる。

「足りないって、どういうこと？」

「僕、回復のために寝てたんだけど、たっぷり寝すぎたのか起きたらすんごくお腹空いちゃってて。でも、お姉さんのキスから取れる精気じゃ足りないから、手っ取り早く命の方から少しもらおうかなって」

「もしかして、ラズの目眩は……」

「生命力から拝借する前兆的な？」

　何でもないように言っているが、あともう少し遅かったら寿命が縮んでいたということだ。

「ダメよ！　精気から取って！」

「だから、今の僕にはそれじゃ足りないんだって」

　溜め息を吐いた淫魔は、「あのね」と面倒そうに唇を動かす。

「そもそも僕ら淫魔は、情欲に含まれてる精気を食べるんだ。キスでも情欲は出るけど、快楽としては弱いから精気も少ない」

「つまり、精気だけであなたの力を蓄えるには、キス以上のことを……しないと、いけないの？」

　頬を赤く染めながら問うリンゼルに、淫魔はくすくすと笑いながら「正解」と答えた。

「あー、お姉さん、すごく可愛い」

　淫魔は恍惚とした表情で双眸を細め、リンゼルの手を掴むと強引にベッドへ引き込んだ。

「えっ、ちょ――」

　体勢を崩したリンゼルは、気付けば淫魔に組み敷かれて見下ろされている。

　あっという間の出来事に、リンゼルは瞬きを繰り返した。

「このまま僕が食べちゃいたいけど、それはしちゃいけないんだよね。本当に残念」

「は、離して」

「ダァ～メ。キス以上のこと、頑張ってくれるんでしょ？」

　どうやら本当にしなければならないらしい。

　口づけだけだと思っていたリンゼルは戸惑うが、ラズのためならばと瞳に力を宿らせる。

　その様子を見た淫魔はふふっと笑った。

「じゃあ僕は下がるけど、お腹ペコペコだし、のんびりしてるようならまたすぐ生気に手をつけるから」

　釘を刺した淫魔が鳴りを潜める。

　すると、自分を見下ろす瞳が翡翠色へと戻り、ラズの意識と交代したのだとわかった。

「ラズ、大丈夫？」

「ああ……目眩は治まってる」

　とはいえ、頬が紅潮しているので、身体は火照っているのだろう。

　そしてこれは、淫魔が食事を促している証。

（急がないとラズが危ない）

　非常に恥ずかしいが、今しがた淫魔から聞いたことを説明しようと口を開く。

「ラズ、あの……今、淫魔が」

「……聞いていた」

「え？」

「正確には、淫魔が俺の意識を残したまま喋っていた」

　そんな芸当までできるとは、なんと恐ろしい魔物だ。

　だが、聞いていたなら話が早いし助かる。

「わ、私が相手でいいのかわかりませんが、嫌じゃなければ、その……」

　キス以上のことをしてください。

　そう伝えるのが恥ずかしくて、言葉が尻すぼみになっていく。

　そんなもごもごと動くだけの唇に、ラズのしっとりとした唇が重なった。

「嫌なはずがない。言っただろう。お前がいいって」

　優しい声色だが、催淫効果で余裕はないのだろう。

　再び降ってきた口づけは性急で少し荒々しい。

「だけど、リンジーはいいのか？　俺と、キス以上のことをしても」

　尋ねられて心臓が大きく跳ねる。

　キス以上、というのがどこまでなのかわからない。そもそも、性知識は一応あるが、経験がないのでどういうことをするのかが漠然としている。

　身体に触れる。触れられると身体は快楽を得る。

　だが、それがどんなものかは知らない。

（ラズとキスした時のような感覚？）

　下腹の奥がキュンとする、あのむずがゆいような刺激だろうか。

　いや、それでは足りないと淫魔は言っていたので、もう少し強いのかもしれない。

　初めてなのでよくわからないことだらけだ。けれど。

「私も、同じです。ラズだから役目を引き受けました。だから、大丈夫」

　想い人に触れられるなら、後悔なんてしない。

　むしろ、初めて自分に触れる人がラズなのは、いずれ縁談を受けなければならないリンゼルにとって幸運だ。

　だから躊躇ためらわなくていい。躊躇わないでほしい。

　そんな気持ちを伝える代わりに、リンゼルは口づけの合間にうっすらと唇を開いた。

　すると、一瞬息を呑む気配のあと、熱を帯びたラズの舌先が口内に侵入する。

（ラズならいい。……だけど）

　キスより強いかもしれない快楽とはどれほどのものか。

　未知の感覚への緊張から、リンゼルの舌は縮こまってしまう。

　その様子がラズにも伝わったのだろう。

　疼きと火照りに襲われながらも、気遣うようにリンゼルの舌を優しく吸う。

「リンジー……怖かったらすぐに言ってくれ。頑張って、止めるから」

「ダメ、です。もし私が嫌がっても、身体が落ち着くまで続けてください」

　止めればラズの命が危ない。

　気にかけてくれるのは嬉しいが、今はとにかく自分の身体のことだけを考えてほしい。

（怯んでる場合じゃない）

　リンゼルは覚悟を決めると、自分から積極的に舌を絡めた。

「そんな風に言われたら、傷つけたくないのに身勝手に奪ってしまいそうだ」

　言葉の通り、ラズは強引な舌遣いでリンゼルの口内をかき混ぜる。

　唾液が混ざり合い、水音が脳内に響き、身の内に官能が広がっていく。

「んっ……ふ、ぅ……」

　ラズとのキスは、どうしてこんなにも気持ちがいいのか。

　頭のてっぺんからつま先まで甘く痺れる感じがして、リンゼルは口づけの合間に嬌声交じりの吐息を零した。

「もっと、聞きたい」

　囁いて強請ったラズは、首筋に唇を押し当て、次いで耳朶じだを食む。

　熱い舌先に耳の輪郭を舐められると、身体がびくんと震えた。

「は、ずかしい……ので」

「大丈夫、俺しか聞いてない」

（それが恥ずかしいのに……！）

　自分でも知らない声を聞かれるのが恥ずかしいリンゼルは、下唇を噛んで耐える。

　だがそれを許さないと窘たしなめるように、ラズの大きな手がリンゼルの胸を包んだ。

　下から持ち上げるように揉みこまれた途端、なんともいえない感覚が押し寄せる。

「柔らかい……直接触るぞ」

　伺いは立てず宣言したラズの手が、コットンドレスの背中にあるボタンを外した。

　心臓がドクドクと早鐘を打つ中、肩からドレスが下着ごと引き下ろされて、ふたつの膨らみを暴かれる。

　まだ触れられてもいないのに頂がピンと勃ち上がっているのを見てしまったリンゼルは、今すぐ逃げ出したい気持ちに駆られた。

（でも、逃げたらだめ）

　リンゼルが心の中で呻きながら羞恥に耐えていると、胸に視線を注ぐラズが熱い息を吐いた。

「ああ……美味そうだ」

（え？　美味そうって言った？）

　淫魔は腹を空かせているらしいが、影響を受けてそのように見えるのだろうか。

（まさか齧られたりとかしない、よね？）

　羞恥に不安が混ざる中、うっとりとした目をしたラズが胸元に顔を寄せた。

　リンゼルは一瞬噛まれるかもと痛みを覚悟し、ギュッと目を瞑る。

　だが、訪れたのは痛みではなく、ぬるぬるとした感触だ。

　それは柔らかな膨らみをゆっくりと移動して、時折リップ音を鳴らす。

　齧られたのではなく口づけられているのだと安堵して目を開けると、ラズの舌が色付き輪郭をなぞるようにちろちろと這った。

　やがて、勃ち上がった中心に舌が絡みつき、押し潰すように擦られ、吸い付かれる。

　すると、キスでは感じられなかった快楽が次々と生まれ、それらが下腹部の奥に溜まっていく。

　じっとしていられずに思わず身を捩ると、もう片方の胸の頂を指で弾かれた。

「あ……んっ……」

　たまらず小さな喘ぎ声が漏れてしまい、恥じて両手で口を覆う。

　しかし、もっと出せと促すように指の腹と舌先で捏ねまわされて、堪えきれない嬌声が手の中に零れた。

（ラズが触るたびに、変な感じがする……）

　入浴時、身体を洗っていてもこんな風になったことはない。

　隆起した先端を舌と指で扱かれて、腰の奥がきゅんと疼く。

　むずむずとした感覚をどう扱ったらいいのかわからず太腿を擦り合わせると、ショーツが肌に張り付く感じがした。

「リンジー、ここからいい匂いがしてきた」

　囁いたラズは、ドレスの上からリンゼルの薄い下腹を優しく擦る。

「甘くて美味そうで……舐めたい。舐めてもいいか？」

（お腹を？）

　確かに先ほどからその奥が切ない。

　腹を舐められるのはくすぐったそうだが、ラズが望むならと頷いた。

　するりとドレスが捲り上げられ、レースをあしらった白いショーツが露わになる。

　それを見下ろすラズの目は飢えたようにぎらついており、いつもの彼からは想像もつかないほど冷静さを欠いていて息を荒ぶらせている。

　熱いのか、ラズは乱雑にガウンを脱ぎ捨て、夜着の腰ひもを解いた。

　はらりと広がる袷あわせから、程よく引き締まった身体が見える。

　体力づくりの一環と、王族としての義務で剣術の稽古をしているとは聞いたが、その成果がしっかり見て取れる。

　割れた腹筋に目を奪われていたリンゼルは、ふとその下がこんもりと膨らんでいることに気付いた。

　それが何なのか理解する前に、ラズがリンゼルの膝裏を持ち、ぐっと脚を広げる。

「えっ!?　やっ……ラズ!?　なにを」

「さっき許可を取っただろう。舐めてもいいかと。だから舐めるんだ」

「お、お腹でしょう？」

　質問の答えはすぐに違うと判明する。

　ラズの舌が這った場所は、下着に覆われている秘所だ。

「あ……嘘……」

　熱を帯びた舌が、布の上から淫裂をなぞるように往復する。

（まさかそんなところを舐めるなんて……！）

　戸惑っているうちに、尖らせた舌先が上部にある花芽に辿り着き、くにくにと優しく刺激した。

　その途端、甘い衝撃が身体を駆け抜け、腰がかくんと跳ねる。

「あっ……そこっ、なに……？」

「女性がひと際感じる部分だ。気持ちいいか？」

「わ、からない、っ……」

　嬲られると痺れるような感覚が走るが、これが気持ちいいというものなのだろうか。

　初めての経験に、顔を赤らめ戸惑う。

「なら、よくわかるように直接してみよう」

　言うや、ラズはショーツのクロッチ部分をぐっと横にずらし、リンゼルが驚く間もなく秘芽に舌をあてがった。

　その刹那――。

「ああっ！」

　布越しとは比べ物にならない刺激がリンゼルを襲った。

　は、とラズの口から熱い吐息が漏れ、秘裂を掠める。

　それだけでぞくぞくとした感覚が生じ、股の間で何かがとろりと零れた気がした。

「すごい濡れてる……感じてくれてるんだな」

　恍惚と囁いたラズは、リンゼルの未熟な蕾をちゅうっと吸った。

　刹那、内腿が戦慄き、腰が痙攣する。

「ひぁっ……だめっ、それだめです……！」

　悲鳴じみた甘い声を上げて首を横に振るが、ラズは止めてくれない。

　当然だ。リンゼルが、嫌がっても続けてくれと頼んだのだから。

「だめ？　だがとろとろだ。触れるたび、ここから蜜が溢れてくる」

　ラズの指先が淫液を滴らせる蜜口をくすぐると、リンゼルの意思とは関係なくそこがひくつく。

「ほら、もっとしてほしいって強請ってるぞ」

　それならくれてやるとばかりに、指先が秘口にゆっくりと差し入れられた。

　浅い場所を探るようにつぷつぷと出し入れされて、リンゼルの腰が震える。

　同時に、ぷっくりと膨らんだ秘玉を舌で転がされれば、過ぎる快感にリンゼルは身体を仰け反らせた。

「んああぁぁっ……！」

　強烈な刺激に思わず腰を引くもラズは許さない。

　ショーツをはぎ取り、リンゼルの腰をがしりと掴んだ。

「っ、は……リンジー、もっと気持ちよくなってくれ」

（もっとだなんて、これ以上はおかしくなってしまいそうで怖い）

　このままこの、熱くて甘い感覚を受け続けたら、お腹の奥にたまっている何かが溢れてどうにかなってしまうのではないか。

　不安に涙を滲ませると、上目遣いでリンゼルの様子を見ていたラズと目が合った。

　ラズの眉が申し訳なさそうに下がる。

「すまない……だが、お前が気持ちよくなればなるほど、淫魔の回復も早くなるんだ」

（そう、だわ。これは、必要なこと）

　リンゼルが快楽を得れば、淫魔に精気を与えられる。

　ラズは救われるのだ。

「大丈夫、怖くない。俺を信じて気持ちいい感覚に身を任せていてくれ」

　ラズの手がリンゼルの手を取り、指を絡ませ合う。

　そうして再び脚の間に顔を埋めると、ラズの熱い舌が秘芯を絡めとった。

　時折舌先が蜜口に入り込み、淫らな液を掬っては花芽に塗り込むように刺激する。

　リンゼルはうねるような快楽に翻弄され、浅い呼吸を繰り返した。

「あっ、ラズっ……！　なにか、きちゃう！」

「イきそうなんだな。んっ……いいぞ、そのまま……！」

　容赦のない法悦ほうえつの波が次から次へと押し寄せる。

　強烈な快感に腰が浮くと、ラズがじゅうっと音を立てて膨れた蕾を吸いながら舌先で弾いた。その直後。

「あああぁっ！」

　視界が白く弾け、ピンと伸びた爪先がびくびくと踊った。

　ラズはリンゼルの腰が大きく揺れるのもかまわず、中から溢れた蜜を堪能する。

「美味い……もっと、味わわせてくれ」

　恍惚とした表情で息を吐いたラズは、夢中になってリンゼルの蜜口に舌を差し入れ、蜜を舐め取る。

　感度の上がった身体に休みなく刺激を与えられたリンゼルは、あられもない嬌声を上げながら、水音を立てて愛撫を施すラズを見て目を瞠った。

（えっ……な、なに!?）

　リンゼルの脚の間に顔を埋めるラズの頭に、黒い角が二本生えているのだ。
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「あっ、待って、ラズ、それ……！」

「待てない」

　リンゼルを見つめるとろりとしたラズの瞳は、いつもと同じ翡翠色。

（淫魔が出てきたわけじゃないの？）

　いったいどういうことか。

　今のリンゼルにそれを分析する余裕は、絶えず与えられる快楽によりない。

「ああっ、ラズ……さっきのがまたっ、きちゃう」

「んっ、イくんだな。いいぞ、イって……はぁ……」

　促されて、リンゼルは理解する。

　快楽が膨れ上がり弾けそうなこの感覚が、イきそうというものなのだと。

　そして、頭の中が真っ白になったあの状態がイった、というものなのだ。

　ラズの舌が痛いほどに充血した秘豆を扱く。

「あっ、あっ、ラズ……！　きてるっ、もうっ」

　リンゼルは襲い来る愉悦にもがき、たまらずラズから離した手でシーツを掴んだ。

「可愛い……リンジー……」

　快楽に身悶えるリンゼルを追い詰めるごとく、ラズは再び指を蜜口に差し入れた。

　たっぷりと濡れている隘路あいろはラズの指を難なく受け入れ、先ほどよりも奥へと沈んでいく。

　舌で秘芽を嬲られ、指で内壁を探るように抽挿されて。

「イくっ、イっちゃう……！」

　中で折れ曲がった指がある箇所をゆっくりと擦った刹那、リンゼルの腰が制御できないほどガクガクと揺れる。

「あっ、あぁ、あっ、っ――……！」

　蜜壺がうねり、ラズの指を強く締め付け、リンゼルは声にならない嬌声をあげて達した。

　その直後。

「んんっ……あっ!?　うっ……く……」

　リンゼルの秘所に顔を埋めたラズが、腰をびくびくと震わせた。

　のそのそと起き上がったラズの頭にあった角は、いつの間にか消えている。

「はぁ、はぁ……嘘、だろ」

　独り言ちるや、ラズは息を乱しながら夜着を下ろした。

　リンゼルはその光景を朦朧として見つめていたが、ラズの雄棒が現れてさすがに目を丸くする。

（い、医学書で絵は何度か見たけど、本物を見るのは初めてだわ）

　ラズが確かめるように手にする彼の興奮の証。

　その先端からは白濁色のとろりとした液体が溢れている。

「出てる……あいつが満足したってことか？　それとも、興奮だけで？」

　ふたたび独り言のようにぶつぶつと呟いたラズは、全てを出し切るようにゆったりと肉茎を扱いた。

　滴る淫液が糸を引いてリンゼルのあわいに落ちる。

　それを見下ろすラズが、恍惚と息を吐いた。

「いやらしい光景だな。だが、注ぐならお前の中に注ぎたい」

　リンゼルの下腹を優しくぐっと押しながら、ラズは自らの切っ先をしとどに濡れた蜜口にあてがった。

「は……欲しがるみたいに吸い付いて……たまらない」

　ゆるゆると押し付けられて、腹の奥がキュンと戦慄く。

「あっ……ま、待ってください」

　経験のないリンゼルでも、その先の行為は知っている。

　子をなすためのまぐわいだ。

「ラズ、だめ……」

「わかっている。入りたい、が、お前の名誉を傷つけるつもりはない。だが、いつか……その時がきたら……」

　その先の言葉は紡がれず、昂ぶりがふたりの蜜を纏って離れると、代わりとばかりに口づけられた。

「ん……まだ、精気が足りないですか？」

「いいや、これは感謝のキスだ」

　ラズが囁き、また唇が重なる。

　感謝でこんな恋人のような口づけをするのはおかしいのではないか。

　そう思うけれど、ラズに恋するリンゼルは拒否できず。

「リンジー……もっとキスしよう」

　快楽の余韻に浸りながら、求められるまま何度も口づけあった。

















第三章　ふたりの想い












　淫魔が食事を強請るのは、二日に一回らしい。

　そしてそれは大抵陽が沈んでから起こり、淫魔が満足するとラズが果て、身体は落ち着きを取り戻す。

　それらがわかってきたのは、最初に激しい快楽に吞まれてから一週間が過ぎた頃だ。

（昨夜摂取したから、今夜は大丈夫なはず）

　おそらく淫魔は今ゆっくりと眠っているのだろう。

（というか、淫魔も人と同じで、食べて栄養を補給して、寝て体力回復するのかしら）

　淫魔の生態について詳しくないので不明だが、精気をどの程度摂取するとどのくらいの期間持つのか。

　そもそも、ラズを催淫状態にしなくとも、短い間隔で口づけて摂取……ではダメなのだろうか。

　色々と淫魔に聞きたいが、あれ以来出てくる気配がないので仕方ない。

（それにしても、ラズはすごいわ。毎回催淫症状に振り回されていても、私を気遣って最後の一線は越えないでくれてるんだもの）

　角が生えているのを見た時は、ラズの意識ではあるものの、制止の声も聞かずリンゼルを攻め立てていた。

　理性が飛んでしまったのではと心配したが、後ほど聞いたところによると、興奮状態ではあったが、理性はギリギリのところで保てていたらしい。

　だが、角が生えているのは気付かなかったようで、情事後に説明した時は驚いていた。

　ちなみに、その後も情交の終わりを迎えるころに必ず角が生えてくるのだが、毎回快楽が最高潮に達している最中なのでうまく伝えられず、リンゼルがまともに話せるようになる頃にはなくなっている。

　なので、ラズは自分に生える角を、いまだ一度も確認できていない。

　あれがどういう情態なのか不明だが、淫魔による欲熱に当てられても理性を保てているのは、一重にラズの心が強いからだろう。

　そして、ギリギリのところにあってもリンゼルを思いやって流されないラズに、リンゼルはますます惚れ直すばかり。

　――しかし。

『リンゼルに良い縁談がある。一度家に戻るように　父より』

　どんなに想ってもラズとの未来は望めない、そんな現実を突きつけるように、今朝、ついに家から呼び出しがかかった。

（ラズに、午後は家に戻る許可をもらわないと）

　調合室の椅子に座り、薬草を千切りながら「はぁ」と溜め息を漏らす。

「悩み事ですか？」

「きゃぁっ!?」

　突然背後から声がかかり、リンゼルは悲鳴を上げた。

　慌てて振り向いた先には、衛兵の青年が驚いた顔で立っている。

「すみません！　手当てをお願いできないかと訪ねたんですが、ドアが開いていたので勝手に入ってしまいました」

　ああ、ラズに注意されたというのに、またやってしまった。

　リンゼルは反省しつつ「こちらこそ大きな声を出してごめんさない」とドキドキする胸元を押さえた。

「手当てですね。こちらに座って診せてもらえますか？」

　笑みを浮かべて椅子を手で指し示す。

　青年は右手の指を怪我したようで、中指に当てられた布には血が滲んでいた。

　それを優しく取って、怪我の状態を診たリンゼルは消毒を始める。

「痛いですか？」

「少し。でも我慢できます」

「では続けますね」

　ラズの専属薬師となったリンゼルは、離宮で働く使用人や衛兵たちの病や怪我にも対応する許可をラズから得て、こうした応急処置などを施すようになった。

　昨日は花粉アレルギーで困っている女性の使用人に薬を渡したのだが、よく効いたようで、今朝、廊下ですれ違った際にすっきりした顔で礼を言われた。

　ラズの役に立ちたくて薬師になったが、ラズ以外の人を助けられるのも薬師としてやりがいがある。

「あっ、ご、ごめんなさい。包帯、もう一度巻き直させてください」

　少々不器用で、手際があまり良くないのが玉に瑕だが。

「はい。何度でも」

　青年が優しく微笑んで、リンゼルは苦笑いしながらもう一度包帯を指に巻き付けていく。

「リンゼル様に手当してもらえるなんて光栄です。きっと治りも早いんだろうな」

　おそらく青年は、塗られた薬に聖なる力の効果があると期待しているのだろう。

　しかし、それができるのは姉で、自分ではない。

　リンゼルができるのは今のところ、ラズ用の憑かれにくくなるハーブを育てることだけだ。

　うねうねと動く植物に水をやって世話をしても、なんら変化は見られない。

「今日も、使用人たちの間で話題になっているのを耳にしました。リンゼル様が煎じた薬がよく効くと。ラズワルド殿下が頼りにされるのも納得だと、衛兵の皆でも話していたんですよ」

「そんな風に言っていただけて嬉しいです」

　力うんぬんはともかく、効果のある薬を作れているのは単純に嬉しいのでリンゼルの頬が緩む。

「はい、巻けました！　これで多少は痛みも軽減されると思います」

「ありがとうございます。あ、あの……何か手伝いが必要だったらいつでもオレに声をかけてください。リンゼル様の警護の任と、か……」

　話しながら明るい笑みを浮かべていた青年。

　だが、その視線がふとリンゼルの後方を捉えると、表情がみるみるうちに硬くなり、声が尻すぼみになっていった。

　何を見ているのかと後ろを振り返る。

　するとそこにはラズが立っていて、不機嫌そうな顔で青年を睨んでいるではないか。

「衛兵」

「は、はい！　殿下！」

　青年は椅子から立ち上がり、背筋をピンと伸ばす。

「リンジーに警護が必要な時は俺が指示する。だが、下心のあるお前に頼むことはない」

（えっ、下心？）

　そんなものを一切感じていなかったリンゼルは、勘違いではと首を傾げる。

　しかし青年は否定せず、顔を青ざめさせた。

「も、申し訳ございません……！」

「わかったら出て行け」

「失礼いたしました！」

　深々と一礼した青年が脱兎のごとく部屋から飛び出す。

（下心……全然気づかなかった）

　手伝いの申し出もただの厚意だと思っていたリンゼルは、青年を一瞥したラズの厳しい視線が、今度は自分に注がれているのに気づく。

「お前は相変わらず隙がありすぎる。ユーラディアでも、俺がちょっと目を離すと男に声をかけられてたな」

「あれは皆友人ですって」

　確かに、ラズがユーラディアに滞在中、ふたりで出かけていると声をかけられることは多々あった。

　しかし、そのほとんどが学友で、一緒にいるのは誰でどんな関係だと楽しそうに勘繰るものばかり。

　以前もラズにはただの友人だと説明したはずだが、いまだリンゼルに気があると疑っているようだ。

「お前が友人だと思っていても、相手は違うかもしれない。マクミランの令嬢としてもっと警戒心を持った方がいい」

　友人として、嫁入り前のリンゼルを心配してくれているのだろう。

　ならば自分が結婚すれば、そんな心配をかけずに済むのか。

　……やはり、素直に縁談を受けるべきなのかもしれない。

　ラズを諦めるためにも。

（でも……ラズに触れてもらってから、想いが強くなってしまった気がする）

　彼がいつか別の女性にああして触れる日がくる。

　経験してしまった分、それがリアルに想像できてしまい、胸が痛い。

「……また元気がないな。この前は淫魔のせいで途中になっていたが、やはり何かあったのか？」

「実は、家のことで……少し」

　何もない、気にしないでと言い続けてもラズは納得しないはず。

　だからリンゼルは苦笑し、曖昧に答えた。

「家か。俺に効果があるから専属薬師にと伝えたはずだが、それでは足りないか」

　ラズは、リンゼルが母や姉とは折り合いが悪いのを知っている。

　心配してくれていた彼は、今回の配属で関係がよくなるかもと思っていたようだ。

「ラズ……家族のことまで気遣ってくださりありがとうございます」

「結局いい変化がないんだ。礼はいらない」

「それでも嬉しいです」

　感謝を伝えたリンゼルは、このままうっかり縁談の話を口にしかねないうちに「あの、ラズ」と再び口を開く。

「実は父から呼び出されていて、今日は午後から家に戻りたいのですが」

「ああ、わかった。……大丈夫なのか？」

　行けば辛い思いをするのではないかと心を砕いてくれているのだろう。

　眉を下げるラズに、リンゼルは頷いて微笑んだ。

「大丈夫です。夕刻には戻りますね」

　告げたリンゼルは、話を終えるように立ち上がり、ラズに背を向けて消毒液や薬の入った箱の蓋をそっと閉めた。






　マクミラン家に戻ったリンゼルは、様々な肖像画が壁にかかる居間で両親と向かい合う。

　最初は『仕事はどうだ』と父から聞かれ答えていたが、紅茶から湯気が消える前に早々と本題に切り替わった。

「相手は、ウィルトン男爵の長男、フィリップだ」

「あなたも名前は知っているしょう？」

「はい、聖王の血を継ぐ遠縁の方ですよね」

「そう。私のはとこにあたる者の子になります。フィリップもあなたと同じく力は強くない。けれど、聖王の血を僅かでも引いている相手なら、あなたよりも力ある子が生まれるかもしれない」

　姉ではなくリンゼルに縁談がきた理由は、やはり予想通りのものだった。

　そうだろうと思ってはいても、母の言葉に落胆を隠せない。

　そして、役目のこともあるので、できれば今回はどうにか断れないか相談したかったが、血筋を保つための婚姻と言われると断りにくい。

　いや、今のリンゼルにとって優先すべきはラズの命。

　リンゼルは勇気を出して、決意をこめた眼差しを両親に向ける。

「お話はわかりました。ですが、ラズから薬師の役目を仰せつかったばかりなので、少し先延ばしにしてもらえませんか？」

　断れないのなら、せめて。

　リンゼルの交渉に、母は呆れたように溜め息を吐いた。

「子を成すなら結婚は早い方がいいのよ。ひとりでも多く才能のある子を産むのがあなたの務めです。それに、殿下の虚弱体質を考慮した薬師がほしいならアルーシャがいるわ」

　つべこべ言わずに結婚しなさい。

　そう言わんばかりの冷たい目に射すくめられて、リンゼルは委縮する。

（どうしたら説得できるの……）

　薬師の仕事は王命で賜ったため、普通ならそちらが優先される。

　だが、レガール王国において、聖王の血を継ぐ者の婚姻は時として王命よりも大事とされている。

　今回のように替えが効く場合、リンゼルの縁談が優先されるだろう。

（でも、ラズが頼ってくれてるのに、中途半端に投げ出したくない）

　縋るように父をちらりと見るが、首を横に振られてしまった。

　家のために結婚するのは貴族の娘の義務。

　まして血筋を濃くするのは国のためにもなるので、父も反対する理由はないのだろう。

「殿下には申し訳ないが、婚約成立後は辞職させてもらえるよう、わたしから相談してみよう」

　婚約が決まれば、正式な婚姻まで家で花嫁修業に専念しなければならない。

　今のように離宮に滞在できないのだ。

「ラズワルド殿下の許可が下り次第、顔合わせの晩餐会を開きます。日程が決まったら連絡するから、その前日には帰ってらっしゃい。それから、いつまでも殿下を愛称で呼ぶのはおやめなさい。結婚するのだからその辺りも弁えなさい」

　まくし立てるように話し終えた母は、席を立ちさっさと居間から出て行った。

　すると父が「すまないな」と申し訳なさそうに眉を八の字にする。

「薬師については入用ならアルーシャに――」

「いいえお父様、ラズ……殿下に憑いているものは、私にしか祓えない可能性があります」

　リンゼルの作る薬に、ラズに憑く魔を祓う力が宿っている可能性があるからとリンゼルが指名されたのは父も知っているはず。

　虚弱体質への対応という表向きの理由であれば、確かに姉でも対処可能だが、『リンゼルの作る薬』しかダメなのであれば交渉できる。

　そう思い、一縷の望みをかけて強く出る。

「ああ、そうだったな。まだ祓えそうにないのか？」

「少しずつ進展はしています。でも、まだ完全には……」

「ならば、婚約が成立するまでに祓いなさい。間に合わなければアトレイユかアルーシャに対応させてみよう」

　今回、ラズがリンゼルのハーブティーなどで効果があると感じているため、リンゼルが指名された。

　しかし、兄と姉の魔払いを試していないので、そちらでも効果があるかもしれない。

　それでもダメならリンゼルの作るハーブティーを飲み続けてもらい、その時々でリンゼルが対応する。

　進展しているならそれでもいいのではと父は考えているようだ。

　そしてそれらもラズに提案すると父は話した。

（ダメなのよ父様。兄様と姉様が祓うのはダメ。それでは淫魔がラズの命を食らってしまう）

　そうならないようにするには、婚約成立というタイムリミットまでに、淫魔を回復させて追い出すしかない。

　そしてもし間に合わなかった場合、ラズはリンゼルではない人から精気を摂取してもらうことになるだろう。

（それは、すごく嫌だけど……）

　ラズはリンゼル以外から精気をもらいたくないと言っていた。

（……でも、それは私が結婚していないからかも）

　結婚すると聞いたら、支障がないように気遣い任を解くかもしれない。

　名誉を傷つけないと慮り、一線を越えずにいてくれた優しい人だから。

　そして一国の王子が淫魔に負けて死ぬわけにはいかないのだから、どんなに嫌でも誰かから精気をもらうはずだ。

　結局のところ、こだわりを取っ払えば、リンゼルでなければいけない理由はない。

　替えはきくのだ。

　大切な人の役に立ちたくて今日まで頑張ってきたというのに、自分は何もできないまま終わってしまうかもしれない。

　そのことに、リンゼルはひどく落ち込んで俯いた。

「リンゼル、気が進まないとは思うが、これも聖王の血のためだ」

「……お父様も、血筋のためにお母様と結婚したの？」

　リンゼルの母に流れる聖王の血を継いでいくために、政略的な縁談を受けたのか。

「まあ、当時はそうだったな。だが今は、結婚したおかげでお前たちを授かれて幸せだと思っているぞ」

　最初は乗り気じゃなくとも幸せになれる。

　そんな風に励まされ、ラズ以外の人との結婚にまだ幸福を見いだせないリンゼルは弱弱しく微笑んだ。






　夕刻、離宮の自室にて、リンゼルはうねうねと動く植物に両手のひらを向けていた。

　力を使えるようになるため、そしていつでも力を注げるようにしたいとラズに頼み、数日前に部屋に運んでもらったのだ。

　リンゼルはマクミラン家から戻ってずっと力を注ごうとしているが、まだ手ごたえは感じられない。

　そもそも、離宮に来てから毎日チャレンジしているが、成功したと思える変化は一度も見られていなかった。

　ゆっくりと葉をうねらせている植物を見て、思わず溜め息が零れる。

「ごめんね、うねうね君……あなたをちゃんとした植物に戻してあげられなくて」

　兄や姉のように力があれば、植物も救えただろうし、縁談もまだ先だったはず。

　縁談が先なら、結婚するからラズを愛称で呼ぶなと言われることもなかった。

　至らない自分が招いた現状に落ち込むが、肩を落としていても状況は変わらない。

　今はできることを、自分の役目を果たすことに専念せねば。

　気合を入れ直すように両手で頬を叩き、その手をもう一度植物に翳かざす。

（……直接触ったらできたりしないかな）

　ラズのために育てていたハーブは、全てリンゼルが触れてきた。

　触れることに意味があるのではと考え、勇気を出してつついてみる。

　毒はなく、食虫植物のような消化液や粘液を持っていないのは確認済みだ。

　けれど念のため慎重に触れてみたが、植物は相変わらず静かにうねっているだけ。

（特に問題なさそう？）

　とはいえ油断は禁物。巻き付かれたりしてもすぐ対処できるようにナイフを用意し、呼吸を整えて再び葉に触れた。

　意識を集中させ、植物をじっと見つめる。

　すると、リンゼルの胸のうちに、じわじわとざわつくような落ち着かない感覚が生まれた。

　胸やけのような不快感に眉を顰めた時だ。

（あれ……？　なんだか、うねうね君が少し黒ずんできた？）

　うねる植物が変色したように見えて、よく確認すべく手を離した途端、色が緑色に戻った。

「え……？」

　気のせいか。もう一度触れて集中すると、やはりうっすらと黒を纏い始める。

　再び不快な感覚もやってきて、リンゼルは瞬きを繰り返した。

（もしかして、これが穢れ？）

　昔、母が言っていた。

　聖王の末裔の中には、悪しきものの気配を感じたり、力の強いものは色を纏って見える者もいると。

　母と姉は特にないようだが、兄は魔物を斬る時に、立ち昇る禍々しい気配を感じるのだと話していた。

　もし今のが、聖なる力によるものだとしたら。

（私、意識的に力を使えるようになったの？　成長した、とか？　もしかして、このままうまくできれば祓える？）

　高揚し、穢れを祓おうと手を当てて集中するが、特に変化はなく黒ずんだままだ。

（というか、うねうね君がうねうねしてるのは、穢れに苦しんでるから……？）

　穢れらしきものが見えた影響でそんな風に感じ、リンゼルの胸に『植物を助けたい』『元の姿に戻してあげたい』という気持ちがいっそう湧き上がる。

　その思いをこめて力を注いだ直後、触れる部分が一瞬だけうっすらと光った。

「今の……！」

　自分の手のひらと植物を交互に見つめる。

（今、確かに力を使えた）

　期待に胸が高鳴る中、再び力を注ぐようにしてみるが発光しない。

「どうして？」

　これで力が使えるようになれば、結婚を急がなくてもいいかもしれないのに。

（せめて、ラズをちゃんと助けてから結婚したい）

　諦めまいと、もう一度、もう一度とチャレンジし続ける。

　しかし、西の空に日が沈み、夜の帳とばりが降りても、リンゼルが望む光を見ることはできなかった。






　――同日、月が煌々と夜空を照らす時刻。

　広い浴室で白いバスタブの縁に頭を乗せて入浴するリンゼルは、力の使い方について思考を巡らせていた。

（集中力の問題？　できたと思ったあと、焦っていたからできなかったのかも）

　光った時の状況を冷静に思い返してみたのだが、あの時は穢れを祓いたいと純粋に思っていた気がする。

　もしかしたら雑念が入ってはいけないのかもしれない。

　今度は心を落ち着けてやってみようと、リラックスするように目を閉じた、その時。

「……様は入浴……、あっ、殿下！」

（……え？　殿下って）

　部屋の方からベッドを整えてくれている使用人の慌てふためく声が聞こえ、リンゼルは凭もたれている頭を上げた。

　直後、「下がれ」というラズの指示を耳にし、リンゼルが「え？　え？」と動揺している間に気配が近づいてくる。

（もしかして入ってくる!?）

　精気を与える際にあれこれ見られているが、全裸でいたことはないので恥ずかしい。

（そうだわ、タオル……は、ないんだった！）

　タオルがあれば隠せたが、用意しておいてくれるはずの使用人をラズが追い払ってしまったのでない。

（ど、どうしよう……！）

　わたわたと悩んでいる間に、ラズがズカズカと浴室に入ってきた。

　リンゼルは慌てて膝を立て、腕を抱くようにしてどうにか身体を隠す。

「リンジー」

　衝立を隔て、ラズが話しかけてくる。

「ど、どうしたんですか？」

　緊張して尋ねると、ラズは硬い声色で言った。

「さっき、マクミラン伯爵と食事をした」

　そういえば、今夜は急遽来客があり、夕食が別々になったと給仕の者が説明してくれたのだが、相手は父だったようだ。

（……待って。父が来たということは）

　もしかして、ラズはもう、あの話を聞いたのではないか。

「お前の縁談を進めるから、婚約が成立したら薬師の任はお前の姉に変えてほしいと言われた」

　ああ、やはりそうだった。

「お前は承諾したのか？」

「……頷いてはいません。せめて淫魔を追い出すまではと思い、もう少し先に延ばしてほしいとお願いしたんですけど、聞き入れてもらえませんでした」

　正直に話すと、ラズがイラつきを隠さずに溜め息を吐く。

「乗り気でないならはっきり断ればいいだろ」

「それが叶うなら断ります。殿下も知ってますよね？　聖王の末裔の婚姻は、国の繁栄にも繋がる。それは、時に王命より優先されるべき事柄だって」

「もちろんだ。だが、今回は俺の命がかかってる」

　確かにそれは、聖王の末裔の婚姻よりも優先すべき事柄だ。

　けれど――。

「母は殿下の体質と危機を知りません。父も単純に、憑かれているなら祓えばいいと考えています。もし私が祓えなくても、兄か姉が対応すればいいと。薬師も、私でなくとも姉がいる。私じゃなければいけない明確な理由がないんです」

　そして実際、リンゼルの精気じゃなければならないというわけでもない。

　淫魔としては誰が相手でも精気がもらえればいいはずで、ただラズが信頼してリンゼルを指名してくれているだけなのだから。

「だから、役目を放棄するのか」

「そんなつもりはありません。タイムリミットまでに淫魔を追い出せるよう、精一杯頑張ります」

　あとどれくらい精気を摂取すれば、淫魔が回復して出て行くのかはわからない。

　それでも、頼ってくれるラズの期待に、ギリギリまで応えたい。足掻きたい。

「タイムリミット……婚約成立までか。で、追い出したら結婚するのか？」

「はい……」

　本当は、薬師としてラズの役に立ちたい。力を使いこなせるかもしれないという希望も見えてきた今、その思いは以前よりも強い。

　けれど、マクミラン家の娘としては、結婚を優先すべきだろう。

　まして相手も聖王の末裔。

　力を使える使えないにかかわらず、マクミラン家にとって、今のリンゼルにはこれ以上の縁談はないだろう。

「専属薬師でなくなっても、ハーブティーは今まで通りにお届けす――」

「薬も精気も別の者に頼むつもりはない」

　静かな怒りを滲ませた声でリンゼルの言葉を遮って、ラズが衝立から姿を見せた。

「俺は、お前がいいと言ったはずだ」

　リンゼルを見据えるその瞳が、仄暗く翳って見えるのは気のせいか。

「いつもそうだ。俺だけがお前を求めてる」

「あの……殿下？」

　ぶつぶつと呟くラズに声をかけるが反応はない。

　それどころか、なぜかラズはおもむろにジャケットを脱いで床に落とした。

（えっ……なに？）

　なぜ今ここでジャケットを脱ぐのか。

　リンゼルが動揺しているうちに、ラズは首元のクラバットも解き、シャツとトラウザーズだけになる。

「だが、お前は違ったんだなリンジー」

　シャツのボタンを緩め、ゆっくりとバスタブに近づくラズの双眸は、やはりどこか陰鬱いんうつな光を放っている。

　想い人に恐怖を感じる日がくるとは思わなかった。

　ラズはシャツのボタンを全て外しきる前に、湯に足を侵入させる。

「で、殿下……？　どうし――」

　疑問は、再び遮られた。

　今度は、唇を塞ぐという方法で。

　すぐに割り入ってきた舌がリンゼルの舌先に触れて絡まる。

（もしかして精気が必要になったの？　でも、そんな様子はなかった）

　催淫症状が出ると身体が火照って頬が赤く染まり、呼吸も荒くなる。

　だが、今のラズにそのような兆候はない。

　ではなぜ、今ラズは自分にキスしているのか。

　問おうにも、後頭部を手で押さえつけられ、貪るように深く口づけられてはそれも叶わない。

　舌を甘噛みされ、擦られ、吸い上げられて。

（ラズのキス……気持ちいい……）

　精気のためとはいえ、この数日、ラズに何度も快楽を与えられた身体は、キスだけで蕩けるようになってしまった。

　すっかり身体から力が抜けた頃、ラズの唇が僅かに離れる。

「追いかけても、追いかけても、お前はいつも別の方を向いていて、頭には俺じゃない別の何かがあった」

　ラズが、悲しみの混ざり合った声色で囁く。

「どうしたら俺を見てくれる？　どうしたら俺を想ってくれる？」

　切ない吐息が唇に触れ、懇願の言葉がリンゼルの胸を高鳴らせる。

　今のは、聞き間違いだろうか。

　想ってくれるかと問うたのは、ラズに恋するリンゼルの都合のいい幻聴か。

「こうならないようにこの身をくれてやったのに、無駄だったのか」

　続けて耳に届いたのは、独り言のようだった。

　ギリギリ聞こえはしたが、意味を図りかねたリンゼルは、少しだけ頭を引く。

　身をくれてやった、というのが何に対しての言葉かはわからない。

　だが、先ほどの呟きの数々については確かめなければ。

「殿下、落ち着いて、少し話をさせて」

「聞きたくない」

　拒否したラズは、願うリンゼルの唇を再びキスで塞いだ。

　それでも話をしたくて、今度は抗おうとラズの肩をぐっと押すが、許さないとばかりに片方の胸の先端をきゅっと摘ままれて力が抜けた。

「あっ」

「もう硬くなってるな。キスだけで感じたのか？」

　ピンと勃ち上がった頂を指先で押し潰すように転がされると、無意識に身体が震える。

「初めて触れた時から思ってたが、リンジーの身体はすごく感度がいいよな」

　それは相手がラズだから。好きな人だから、今のように無遠慮な手つきで触れられても身体が反応するのだ。

　口づけられながら色付く突起を弾かれれば、身体の熱は高まり、身体がびくびくと小さく跳ねる。

　すると、ラズが咥内で笑った気配がした。

「いやらしい身体だな」

　言葉でなじられ、顔が火を噴いたように熱を持つ。

　胸の頂を弄んでいたラズの手がするすると腰を辿り、立てた膝の奥に隠れた秘所をそっと撫でられた。

「ほら、ここももう、湯の中でもわかるくらいぬるぬるだ」

　恥ずかしい。

　まだ少ししか触れられていないのに、彼の指が往復する度、自分でもひどく濡れているのがわかってリンゼルはギュッと目を瞑った。

「可愛い反応だな。こんなに可愛いお前を、俺以外の男が知るなんて許せるものか」

　独占欲を吐露したラズの指が、リンゼルの熱い泥濘に差し入れられる。

　それだけでリンゼルの蜜洞は喜ぶようにラズの指を締め付けた。

「ああほら、ここも俺がいいって訴えてる」

　浅い箇所で指先が隘路をほぐすように動く。

　下肢への愛撫によって、口づけどころではなくなったリンゼルは、短い嬌声を零しながらラズのシャツにしがみついた。

　力の入らない舌に吸い付いたラズは、とろりとしたリンゼルの瞳を至近距離で見つめる。

「この綺麗な虹の瞳が映す男は俺だけでいい。こんなお前を見るのも俺だけでいい」

　ずるりと蜜口から指が抜け出て、途切れた快楽を惜しく思う間にリンゼルはバスタブの縁に座らされた。

「っ、やだ」

　湯の中でどうにかギリギリ隠していた身体がラズの眼前に晒されてしまい、リンゼルは羞恥に顔を真っ赤に染める。

　すでに見られたあと。今更意味がないとわかっているが、胸を腕で隠し、太腿をぴたりと閉じる。

　だが、ラズの口づけが唇に降ってくると、あっという間に身体から力が抜けた。

　そして、その時を待っていたかのようにラズの両手がリンゼルの膝を持って大きく割り開く。

「やっ……だめ！　こんなかっこう恥ずかしいですっ」

　ベッドの上で似たような体勢にさせられてはきたが、浴室で全裸の状態でされるのとは羞恥のレベルが違う。

「悪いが待つつもりもやめるつもりもない。他の男に奪われるくらいなら、俺が喰らい尽くしてやる」

　翡翠色の瞳に欲望が渦巻くのが見えた直後、ラズはリンゼルの脚の間に顔を埋めた。

「ひっ、あぁっ！」

　ラズの舌があわいをべろりと舐め上げ、下腹部に甘く痺れが走る。

（どう、して）

　リンゼルが役目を放棄し、結婚を選ぶことに怒りを覚えるのは理解できる。

　だがなぜ、催淫状態でもないのに触れるのか。

（もし、もしも、触れる理由が、さっきのラズの言葉に隠れているのならちゃんと聞きたい）

　先ほどから幾度も吐露される独占欲が、友人を取られたくないというものでないのなら。

（私も、伝えたい）

　ラズはいつか、然るべき相手と結ばれるとわかっている。

　それでも、友情ではなく恋情を少しでも抱いてくれているのなら、諦めるべきだと思って噤つぐみ続けていた口を開き、想いを伝えたい。

　僅かな時間でも互いを想い合い、見つめ合えたら、その時間を、思い出を、大切にしまって生きていける。

　諦めて告げず、密かに恋が終わるよりも、ずっといい結末を迎えられる気がするのだ。

　甘い声を零しながら想いに耽っていると、ラズは蜜の滴る入口を尖らせた舌で突き、リンゼルを上目遣いで見つめて楽し気に目を細める。

「せっかく風呂に入ったのに、ぐちゃぐちゃだな」

「殿下が、するからっ……」

　まるでリンゼルが自ら汚したように言われた気がして、小さな反抗を試みた。

　すると、ラズは眉根を寄せてリンゼルを睨み上げる。

「……さっきから、それは嫌がらせか？」

「え……？」

「殿下殿下と、結婚するから俺とは距離を取ると言いたいのか？」

　否定はできなかった。

　母はそういうつもりで注意したはずで、それに従っているのだから。

　だが、説明せずともラズにはお見通しらしい。

「お前のことだ。母親に言われて素直に従ってるんだろう？」

　こくりと頷くとラズは「やっぱりな」と喉の奥で笑った。

「気にせずいつものように呼んでくれ」

　強請ったラズは、舌先で硬い花芽を弾いた。

　強い刺激に身じろげば、がしりと腰を掴まれて動きを封じられてしまう。

　こうされてはもう逃げ場はなく、リンゼルはひたすらラズの口淫に喘ぐしかない。

「はぁっ……んっ、そこ、されたらすぐっ……」

「イく？　ここ弱いもんな。いつもここをいじると腰をがくがくさせる」

　ラズの言う通り、そこはリンゼルの身体の中でも一番敏感で、触れられるとたちまち快楽に吞まれてしまう。

　今も腰が戦慄き、バスタブの縁に手をつかないと身体を支えられないくらいに感じてしまっている。

　胸が完全に露わになってしまっているが、隠すこともできずにリンゼルはされるがままだ。

「ああっ、だめ、ほんとにもっ、イくっ」

　根元からちゅぅっと吸われながら同時に舌で攻められた刹那、脳が快感に焼かれて目の前が白く染まった。

　背中を丸め身体をびくびくと震わせるリンゼルを、ラズはいまだ秘芽に舌をあてがってうっとりとした目で見つめる。

「はぁ……絶景だな」

　溢れ出る蜜を啜って喉を鳴らすラズは、双丘の頂に手を伸ばして尖りを摘まんだ。

　その刺激は達したばかりの身体には強く、リンゼルは再び甘い嬌声を上げる。

「も、無理……支えられない」

「つらいか？　それならベッドに行こう」

　囁いたラズは、濡れて張り付いた衣服を躊躇わず脱ぎ捨て、一糸まとわぬ姿になる。

　初めて見るラズの肢体は無駄なく引き締まっていて魅力的だ。

　しかし、美しい容姿からは想像もできない赤黒いものが腹につくほどいきり勃っており、リンゼルは直視しないよう慌てて目を逸らす。

　そんな羞恥に駆られているリンゼルの膝裏に手を差し込んだラズは、軽々と横抱きにして浴室から出た。

　運ばれている間、互いの身体が直に密着して、緊張と安心がない交ぜになったなんともいえない心地が胸に広がる。

　寝室に入り、リンゼルを優しくベッドに下ろしたラズは、少し急くように覆いかぶさって唇を重ねた。

「寒くないか？」

　キスの合間に尋ねる声は、強引にことを始めたとは思えないほど穏やかだ。

「大丈夫です」

　まだ少し身体は濡れているが、ラズに高められた身体は火照っていてちょうどいい。

　それより、ラズはどうするつもりなのか。

　喰らい尽くすと言っていたが、催淫症状が出ている様子はない。

　ならば、ラズが喰らうのは――。

　その答えが脳裏を掠めると同時、身体を起こしたラズがリンゼルの身体を見下ろした。

「リンジー、綺麗だ」

　あらためて全身を見つめられ、リンゼルはかぁっと頬を赤くする。

「は、恥ずかしいのであまり見ないでください」

「ダメだ。見る。見て、味わって、喰い尽くす」

　言うや、ぱくりと胸の先端を口に含まれ、反対の胸は指で尖りを転がすように愛撫される。

「ん……こりこりして、美味い」

　唾液を絡めた舌で小刻みに擦られ、指でくにくにと摘ままれて。

　浴室でされたよりも丹念に刺激を与えられたリンゼルは、意味をなさない甘ったるい声を零し続ける。

「はぁ……いつまでもしゃぶってたくなる。こっちも……」

　今度は反対の胸に舌を這わせ、先端を歯で甘噛みされると腰の奥がきゅんと疼いた。

　たまらずにもじもじと膝を擦り合わせると、気配に気づいたラズが「可愛い」と呟く。

「胸だけじゃ足りないか？　もっと欲しい？　またここでイきたい？」

　ラズの手がリンゼルの片脚を膝立たせ、蜜にまみれた秘所に指を這わせた。

「ほら、ここがまた硬くなってきてるぞ。今度は指で気持ちよくなろうか」

　くっと押し上げるようにされて顔を出した淫芯を、指の腹ですりすりと撫でられる。

　それだけで身体がビクビクと跳ねて腰が浮いた。

「ああっ、それ強いっ……おかしくなっちゃう！」

「それならこっちにするか？」

　秘豆から離れた指が、今度は蜜口へと這ってつぷりと沈んでいく。

「すごい……とろとろだ。確か……」

　ゆっくりと蜜洞を探る指が、腹側の一点をくっと押し込んだ途端。

「あああっ！」

　腰ががくんと跳ねた。

「ここだな。リンジーのいいところ。たくさん擦ってやるから、好きなだけイっていいぞ」

　幾度かの情事ですっかり覚えられてしまった弱いところを攻められて、リンゼルはいやいやと頭を左右に振った。

「だめ、きちゃう、またイっちゃう」

　身体の熱がぐんと高まり、鼓動が速度を上げていく。

　容赦なく追い詰められたリンゼルがもう一度「イく」と快楽に濡れた声を上げた直後、頭の中がスパークして爪先がピンと伸びた。

「あっ、は――」

　呼吸が止まり、絶頂に腰が跳ねる。

　きゅんきゅんと、蜜洞がラズの指を締め付けるのを感じながら余韻に浸っていると。

「あっ……うそっ、まだイってるのにっ」

　再び中で指が蠢き、抽挿を繰り返した。

　淫らな水音が辺りに響いて、リンゼルの耳を羞恥で犯す。

「やっ、めて、ダメっ、気持ちいいの止まらない……！」

　終わらぬ法悦の波に背中を反らし、腰を躍らせ、リンゼルは我を忘れたように乱れて喘いだ。

　その様子を恍惚として見つめるラズの瞳は、すっかりと欲に濡れている。

「こんなにイきやすくていやらしい身体、結婚相手に淫乱だと嫌われるんじゃないか？」

　違う。ラズだから身体が悦んでしまうのだ。

　他の誰かなら不快に感じるだけ。

「でも、俺なら嫌ったりしない。どんなお前も受け入れてやる」

　ラズはずるりと引き抜いた蜜だらけの指に舌を這わせ、味わうように舐め取る。

「だからリンジー、お前にも俺を受け入れてほしい」

　そう希こいねがったラズは、リンゼルの蜜口に限界まで張り詰めた先端を押し当てた。

　期待、興奮、不安。

　それらが全身を駆け巡り、身体が震える。

「受け入れてくれるなら、俺の名前を呼んでくれ」

　殿下と呼び、縁談の相手を選ぶのか。

　ラズと呼び、短い恋を選ぶのか。

「リンジー、呼んで」

　耳もとで囁かれると、まるで鼓膜を愛撫されたかのように身体に快楽が走る。

（ずっと一線を越えないようにしていてくれたラズが、越えようとしてる）

　リンゼルの処女を散らしたがるその理由が、期待を裏切る罰でないとしたら。

　そして自分は今、ラズに求められてどうしたいのか。

（縁談の話が上がってきた以上、受け入れるべきじゃない。そう、わかってるのに）

　ラズ以外の男性に奪われるくらいなら。

「私を、最後まで食べ尽くして、ラズ」

　選んで名を告げると、ラズから息を呑む気配がした。

「リンジー……！」

　覆いかぶさったラズは、リンゼルをベッドに縫い留めるように指を絡ませ、口づけ、ゆっくりと切っ先を沈めていく。

「あ……ぅっ……」

　隘路をみちみちと広げられる圧迫感。

　指とは比べ物にならない質量に、呼吸を忘れて耐えるリンゼルの唇をラズの舌が優しく撫でた。

「リンジー……力を、抜いてくれ」

「は、い……」

　返事はしたものの、中の力の抜き方などわからず痛みと混乱で涙が滲む。

　ラズとひとつになろうとしている喜びも混ざって、感情がぐちゃぐちゃだ。

「も、少しで、全部」

　ラズの剛直が少しずつ中を拓くごとに、ふたりは口づけを忘れ、繋がる下肢の感覚に意識を集中する。

　やがて、互いの恥骨がぶつかると、ラズが深く息を吐いた。

「入った。リンジーと……ようやくひとつになれた」

　感極まる囁きが唇を切なく掠め、リンゼルの唇をしっとりと濡れたラズの唇が塞ぐ。

　ひとつになれた。

　ラズの言葉がリンゼルの心に浸透する。

（好きな人と繋がれて、こんなにも幸せな気持ちになれるなんて）

　精気を与える際にラズと肌を合わせるだけでも多幸感はあった。

　だが、彼を受け入れひとつになれた今、もっと深い喜悦がリンゼルの心を満たしている。

「リンジー……動いても、いいか？」

　尋ねたラズは、ふぅっと何かを逃すように息を吐いた。

　リンゼルの中を満たす雄棒がびくんと震える。

　精気を与えた際、淫魔が満足するとラズの身体が昂って精が放たれる。

　その時もびくびくと震えていたので、きっと解放されたいのだろう。

　リンゼルが小さく頷くと、ラズは「ありがとう」と口づけて、気遣うように腰を揺らし始めた。

　ゆるゆると蜜壁が擦られ、突き上げられる。

「っ……は……きつ……。こんなの、すぐにもっていかれる」

　感じ入った呻き声を吐息の合間に零したラズは、リンゼルをギラギラとした目で見つめた。

　過ぎる快楽に耐えながら律動を繰り返し、腰をリンゼルの奥に押し込んでいく。

　一方、受け入れるリンゼルは、最初こそ痛みが走ったが、ラズの先端にあの弱い部分を刺激され続け、だんだんと快楽が勝っていくのを感じていた。

「んっ……は、あっ、あん」

　ラズも、リンゼルの声に乗る甘さが濃くなってきたのに気づいたのだろう。

　リンゼルが反応する箇所をわざと狙い、何度も擦り上げてくる。

「リンジーの中、熱くて、とろとろしてて、俺に吸い付いてくる」

　小さく喘ぐラズの腹にぐっと力が入る。

「ああ……これ、ダメだ。気持ち良すぎて、腰が……」

　強い快楽によって制御が効かないのか、ラズは「すまない」と告げるや、荒々しくリンゼルの中をかき混ぜた。

　激しさを増した抽挿に合わせ、ふるふると揺れるリンゼルの胸をラズの手が鷲掴む。

「全部、俺のだ。この柔らかな胸も、俺を締め付ける淫らな蜜壁も、ぷっくりと膨れたこの赤い宝石も……」

　胸を揉みしだいていたラズの手が腹を撫でて降下し、ふたりが繋がる少し上で顔を覗かせている敏感な突起に触れた。

「誰にも渡すものか」

　指でぎゅっと蕾を摘ままれたその刹那、一気に快楽の果てへと押し上げられて。

「ああぁぁっ……！」

　リンゼルは、背中を仰け反らせながら、がくがくと身体を震わせて達した。

「すごい、うねって、締まる……！」

　ぎりっと歯を食いしばったラズは、最奥に叩きつけるように腰を押し込んだ。

「あっあっあっ、ダメ！　イってるから」

「ん、そのまままたイってくれ。ああ、俺の目を見ながらイって。誰に抱かれて誰のものになってるのか、その目でちゃんと見てくれ……！」

　切なそうに眉を寄せて律動するラズを、リンゼルは熱のこもった目で見つめる。

　そして、愛しい人に抱かれている今が夢ではないと自分に知らしめるよう、あえて声に出す。

「ラズっ、ラズに、抱かれてる！　ラズのものになって、ます！」

　甘い快感に濡れた声でたどたどしく告げると、リンゼルに絶え間なく快感を与えている熱杭が、愉悦に収斂しゅうれんする中で張り詰めた。

「っ……そう、そうだ。お前は俺のものだ。俺だけのリンジー……愛してる。愛してるんだ」

（――今、なんて）

　浮かんだ疑問は、ガツガツと打ち付けられて生まれる暴力的な快楽によって散らされ、昇りつめたばかりの身体は簡単に限界を迎えた。

「イくぅ……！」

　官能にとろけた瞳でラズを見つめながら絶頂し、腰を震わせる。

「俺も、もう、出るっ……！」

　ラズもまた、搾り取るような締め付けに堪えきれず、ずるりと剛直を引き抜いて、リンゼルの薄い腹に熱い精を迸らせた。

「はー……はぁ……リンジー……」

　荒い呼吸を繰り返すリンゼルの唇を、ラズの熱い唇が覆う。

　深い快楽の余韻に浸るリンゼルは、力なく口づけを返してラズの頬に手を添えた。

「ラズ……さっきの本当ですか？」

　唇が触れ合う距離で尋ねると、「さっきのって？」と色香のある掠れた声が返ってくる。

「……愛してるって」

　確かめるのは少し怖かった。

　けれどもう、聞かずにはいられなかった。

　翡翠色の瞳がリンゼルを愛おし気に見つめて細まる。

「本当だ。だから、奪われる前に抱いた」

　強引にすまない。

　囁くように言って、もう一度口づけられる。

（ラズが、私を想ってくれていたなんて……）

　長年の片想いが実り、胸が歓喜に満ち溢れ、閉じた瞼の下で涙が滲む。

「本当は、リンジーがここに滞在している間に俺を好きになってもらって、結婚を申し込むつもりでいたんだ。だが、予定よりも早く縁談の話が持ち上がって焦って……」

　だから、奪われる前に奪うという強硬手段に出たらしい。

　リンゼルは、思わずにやけそうになる口元を引き結ぶ。

　ラズはリンゼルを愛していて、結婚したいとまで想ってくれていた。

（そんなの、嬉しすぎるし幸せすぎだわ）

　互いに縁談の話がある状態なので手放しで喜べないが、今はこの幸福を素直に感じたい。

（……ん？　待って）

　ラズの想いを知り浮かれて聞き流すところだったが、話の中に引っかかる部分があったのに気づく。

「予定よりも早くって、どういうことですか？」

「……三ヶ月前、ユーラディアの湯治から戻った時に父上が話してたんだ。リンジーがユーラディアから帰ってきたら、結婚の話が本格的に動きそうだと」

　候補に挙がっているのは聖王の血筋の者。子が出来れば兄と姉と同等の力を持つかもしれない。

　聖王から受け継がれる力は国の宝。その血を残すことは国の優先事項でもある。

　故に国王は期待をこめて話していたという。

「きっと、うちの父から聞いたのでしょうね」

　そして、ユーラディアにいた頃から縁談の話は出ていて、リンゼルが知らないうちに進んでいた。だからユーラディアから戻って間もないのに、こんな短期間で話がきたのだ。

「帰ってきたらといっても、もう少し猶予があると思っていた。だからその間にリンジーにアプローチして結婚を阻止するつもりだった」

「で、でも、ラズには婚約者候補がいますよね？」

「いるというか、いた、だな。話はあったが俺は承諾していないし、相手も王位継承権がないのが不満らしく早々に流れた」

　淡々と説明された新事実にリンゼルは目を瞬かせる。

「もう三年以上前の話だが、なぜ知っている」

「姉から聞きました……」

　聞いて、ショックを受け、恋は叶わぬと望みを捨てた。

　だというのに、まさか破談になっていたとは。

　ラズが呆れたとばかりに溜め息を吐く。

「お前の姉は本当に厄介だな。……ということは、もしかしてずっと俺に婚約者がいると思っていたのか」

「はい……。だから諦めようと思って、でも、私の育てたハーブを気に入ってくれるラズを傍で支えたくて、薬師を目指しました」

「諦める……？　まさか、リンジーも……？」

　驚きに瞠るラズの瞳が期待に揺れる。

「……好きです。いつかラズが自分ではない人と結婚するとわかっていても、そばで支えられるならそれでいいと思えるほど、好きです」

「リンジー……！」

　感極まったラズの唇が、リンゼルの唇を熱烈に覆う。

「俺達、ずっと両想いだったんだな」

「私、ラズは友人として私を大切にしてくれてるんだと思ってました」

「ああ、最初は友人として大切に想っていた。だが、いつしか友情ではない特別な感情を抱いていることに気付いた。それが愛情だと確信してからは、わかりやすくアピールもしていたつもりだが」

　困ったように笑ったラズは教えてくれる。

　湯治はほとんど建前で、ただリンゼルに会いたいからユーラディアまで行っていたことを。

　そして、変な虫がついてないか心配でたまらず、滞在中はできる限り一緒にいるようにしていた、と。

「リンゼルの警戒心のなさにいらついていたのも、嫉妬しているからだ。抑えがきかず、自分でもどうかと思うほどあからさまだったぞ」

　どうやら彼なりに隠さずアピールしてくれていたようだ。

　気づけなかったのは自分が鈍感だからというのもあるだろうが……。

「そもそも、ラズには婚約者候補がいると聞いていたから、私をそういう風に見てくれているという考えに至れなかったんです」

「つまり、お前の姉が余計なことを吹き込んだせいだな。縁談を受け入れたのも、俺が別の者と結婚すると思っていたか？」

「はい……。まんまと振り回されました。でも、おかげで薬師になるという目標も達成できました。遠回りはしましたけど、無駄ではなかったと思ってます」

　終わり良ければ総て良しというが、まさにその心境だ。

　微笑むリンゼルに、ラズは苦笑してもう一度口づける。

「お前は優しすぎだ。そんなところも好きだけどな」

　言葉だけでなく行動でも気持ちを示すように、リップ音をたてて軽やかなキスをされる。

　戯れるように何度か繰り返される中、リンゼルは鼻がむずむずするのを感じた。

　来る、と思いリンゼルは横を向いて口づけを避けた。その直後。

「くしゅん！」

　くしゃみが出て、はぁと息を吐く。

「ああ、悪い。風呂の途中で邪魔したからだな。温め直させるから入り直そう」

　あとは着替えも用意させないとな。

　そう口にしたラズは、すぐに使用人を呼んで支度をさせた。

　ナイトドレスを纏ったリンゼルに、濡れたラズの服を持った使用人が一礼して退室する。

　同時に、湯加減を確かめて浴室から戻ってきたラズを見たリンゼルは、その姿に目を瞠った。

（えっ……角が生えてる……！）

　それだけではない。瞳も赤に染まっている。

　リンゼルは、トラウザーズを履いただけのラズに向かって口を開いた。

「い、淫魔なの？」

　十中八九そうだろうと確信しつつ尋ねると、目が悪戯っ子のように細まった。

「そうだよお姉さん」

「どうして、出てきたの？」

　彼が出てくる時は、たいてい何か用件がある。

　最初は聖なる力で祓われたくないと訴えに。

　二度目はキスでは精気が足りないと警告に。

「また何か問題が？」

「ううん。お姉さんがラズとエッチして、すっごく美味しい精気をもらえたからおかげで完全復活できたよ」

「本当!?　良かった……！　じゃあ約束通り――」

「出て行けって？　そうだね、僕もそのつもりだったし、君とラズが結ばれて僕が回復したら契約終了ってラズとも約束したし」

（……ラズと、約束？）

　淫魔は話しながらポスンとベッドに腰掛けた。

　スプリングが揺れて、振動がリンゼルにも伝わる。

「けどさ、ラズと僕、相性がいいみたいなんだ。居心地いいし、このままラズの身体をもらって、王子様の特権使ってハーレムを作るのもいいかなと思ってるんだけど、どう思う？」

　愉しそうに目を輝かせた淫魔の言葉に、リンゼルは眉根を寄せて頭を振った。

「ダメに決まってるでしょう！　早くラズから出ていって！」

「え～？　なんでダメ？　あ、そっか。お姉さんはラズが好きだからハーレムなんて嫌か。それならお姉さんが毎日僕の相手してくれる？」

「あなたの相手はしないわ」

　きっぱり断ると淫魔は不思議そうに首を傾げる。

「なんで？　身体はラズなのに？」

「心もラズじゃないと嫌だもの。それより、ラズと契約とか約束したってどういうこと？」

「あー、それ気になっちゃうよね。本当は内緒なんだけど、まぁもうラズの願いは叶ったし言ってもいいかな」

　淫魔はぶつぶつ独り言ちたあと、ふふっと笑う。

「ラズはね、自分から僕を受け入れたんだ」

「……え？」

　寝耳に水とはまさにこのことだろう。

　リンゼルは予想外の言葉をうまく呑み込めず、瞬きを繰り返す。

「僕ね、ちょっとドジして死にかけて、この離宮の庭に逃げ込んだんだ」

　そこで淫魔は、ラズを見つけたらしい。

　淫魔は続けて語る。

　ラズは悩んでいたようで、独り言を漏らしていたと。

『リンジーを別の男に取られる前にどうにかしなければ。だが、彼女の心は俺にはないし、無理に結婚を迫るようなことはしたくない。どうやったら彼女の心を手に入れられる？』

　うまくいかない恋に悶々としているラズを見て、淫魔は小さく笑った。

　そして、つい答えてしまった。

『そんなの簡単だ』

『誰だ！』

『キスをして、気持ちよくして、手を握るんだ』

　草の茂みからそっと顔を覗かせると、ラズは目を鋭く細めた。

『魔物か』

　呟き、冷静に腰から剣を引き抜く。

『き、斬らなくても僕はもう死ぬよ』

　死ねば魔物は粒子となって跡形もなく消えていく。

　今はもうその時を待つばかりの状態だと話し、淫魔は弱々しく笑った。

　だがその時、淫魔は閃いてラズに微笑みかけた。

『ああ、でも、僕なら君の願いを叶えてあげられるかも』

『なに？』

『見たところ、君って魔に好かれやすい体質だよね。きっと住み心地もいいんだろうな。だから、僕を住まわせてよ』

　突拍子のない提案に、ラズは『は？』と口を開けた。

『つまり、僕が君に取り憑くから、君は僕を理由にその子から精気をもらえばいい』

　君しか頼れない。君じゃないとダメなんだ。精気をもらえないと命にかかわる。

　そうお願いすれば、君の好きな人はきっと助けてくれる。

『身体から始めて、心を奪うんだ』

　甘い悪魔の囁きに、ラズは逡巡し――。

『いいだろう。彼女を手にいれるためなら、俺の命をかけよう』

　契約した。

『ほーんと、愛されてるよね、お姉さん。とっとと最後までしちゃえばいいのに、ラズってばお姉さんのために我慢しちゃってさ。一途で可愛い、けど……』

　クスクスと肩を揺らした淫魔が、ニタァと恐ろしい笑みを浮かべる。

『愚かだよ。魔物の言葉を信用して自分から取り憑かせるなんてね』

　淫魔は最初からラズを騙すつもりで提案した。

　悟った瞬間、リンゼルの中で怒りが爆発する。

「ラズから出ていって！」

（追い出さないと！）

　イチかバチか。

　聖なる力で祓おうと集中すると、リンゼルの手が強い光を放った。

「これ、は」

「うわっ、嘘だろ」

　淫魔が怯み、ベッドから飛び降りて距離を取る。

（聖なる力なの？　そうか。やっぱり雑念を捨てて、集中するのね）

　光る手を後ずさる淫魔に当てようとベッドから降りようとしたのだが。

「お前、協力しろ」

　淫魔が人差し指をくるりと回して言うと、部屋の片隅に置いてあったうねる植物が突如人の二倍くらいの大きさになり、葉をツタのように伸ばしてリンゼルに巻き付いた。

「やっ、離して！」

　力を入れてもがいても分厚い葉はびくともしない。

　それどころか、リンゼルを軽々と持ち上げるではないか。

「うんうん、ちゃんと力が戻ってる」

　どうやらうねる植物は淫魔の命令で動いているようだ。

　淫魔が指を動かすと、植物も連動して葉をうねらせている。

「もうちょっと試してみようかな」

　今度は何をするつもりなのか。

　淫魔の動向を見守るしかないリンゼルは、悔しさに下唇を噛んだ。

　余裕綽々たる面持ちの淫魔は、手のひらの上に黒い球体を作る。

　それは、禍々しいオーラの塊だった。聖王の末裔の血が危険だと訴えるように全身に鳥肌が立つ。

　その直後、オーラの塊が窓をすり抜け、四方八方に飛散した。

「なにをしたの？」

「この辺りの他の植物も魔物に変えたんだ」

「なっ」

　それは一体どこまでの範囲なのか。

　離宮は王宮の外れにあるが、もし王宮の植物にも影響が出たなら大騒ぎになる。

（でも、運が良ければ王宮には父様や兄様がいるはず）

　特に兄ならば魔を屠れる。

（王宮には精鋭の騎士や兵士がたくさんいる。きっとどうにかなるはず。だから私はここをどうにかしないと）

　だが、抵抗もできずに何ができるというのか。

　この状況に動揺し焦っているせいで集中もできない。

（心を落ち着けて。まずはうねうね君だけでもどうにかしてあげないと）

　深呼吸していると、淫魔がリンゼルの前にやってきた。

「もう降参？」

　からかうように言いながら、うねる植物に指示を出してリンゼルを少し降下させる。

　淫魔と視線の高さが合って、赤い瞳がリンゼルを捉えた。

「ふふ、僕さ、一度自分で食べてみたかったんだよね、お姉さんのこと」

　淫魔の手がリンゼルの頬を撫で、首筋へと下がっていく。

「や、やめて」

　鎖骨をなぞり、ナイトドレスの中へと手が差し込まれた……のだが。

「――あれ？　動かない」

　胸の頂に触れる手前でぴたりと止まった。

　淫魔が楽しそうに笑う。

「すごいな、ラズが抵抗してるよ。僕に触らせたくないんだ。ほんっと大好きなんだね。愛ってすごいなぁ」

　感心した淫魔はどうにか動かそうとしているようだが、互いの力が拮抗きっこうしているのかプルプルと震えている。

「ラズ！　助けるから頑張って！」

「助ける？　どうやって？　お姉さん動けないじゃん」

　バカにするように笑われるが、リンゼルはかまわずに目を閉じる。

（ラズを助けないと。いいえ、ラズだけじゃない。うねうね君もごめんね。私がもっと早く治してあげられていたら、淫魔に操られなかったのかもしれないのに。でも、このままにはしない）

　――絶対に助ける。

　その気持ちを胸の内で膨らませ、ひたむきに祈ると、手が、身体が、ぽかぽかと温かくなるのを感じた。

　やがて、身の内に何かが巡る気配を捉えたリンゼルは、それが「聖なる力」だと疑いもなく確信する。

（兄様たちが、自然と理解できて使えたというのがわかる）

　誰に習うわけでもなく、何をどうすればいいのかがわかるのだ。

　考えずとも自然と呼吸するように、リンゼルは聖なる力を身体中に纏わせる。

「や、やめて……！　それは嫌いだ！」

　淫魔が怯えて声をあげ、一歩二歩と後ずさる。

　リンゼルはその隙に、自分を拘束する植物に力を纏わせて浄化した。

　すると、植物はリンゼルを解放し、みるみるうちに元の大きさに戻っていく。

　それどころか、美しい白い花を咲かせているではないか。

「それがあなたの本当の姿なのね」

　本来のあるべき姿に戻せたことを嬉しく思いながら、リンゼルは警戒の眼差しを向ける淫魔を見据えた。

　その直後、部屋の扉が勢いよく開く。

「リンゼル！　無事か！」

　駆け込んできたのは、兄アトレイユだ。

「兄様！」

　兄は、驚きに目を見開くリンゼルを背に庇うようにして立つ。

「どうしてここへ!?」

「王宮の植物が一斉に人を襲い始めた。そのタイミングで、離宮に強い魔の気配を感じてな。お前が心配で駆けつけたんだが……」

　対峙たいじするラズの姿を見て、兄が眉を顰める。

「これはどういう状況だ？　ラズワルド殿下、だよな？　魔に憑かれているのか？」

　角や翼が生えている姿を目の当たりにした兄が戸惑いを見せる中、なぜか淫魔も訝しむように兄を見つめ、そして。

「そうか！　お前、あの時の……！」

　赤瞳の瞳孔が開き、顔を歪めて口にする。

　同時に、淫魔から悍おぞましい負の気が膨れ上がったかと思うと、窓の外の木々が突如メキメキと枝を伸ばし、ガラス窓を突き破った。

「きゃあっ！」

「くっ……！」

　ガラスの破片から守ろうと兄がリンゼルを抱きしめる。

　だが、その体勢が仇となり、兄の足は巻き付く枝に捕らえられて、庭に引きずり出された。

「兄様！」

　宙で逆さに吊られた兄が、どうにか枝を斬ろうともがく。

　だがすぐに別の木から伸びた枝によって、腕までも拘束されてしまった。

「離せ！　このっ……！」

「ふふ、この前とは立場が逆になったね、忌々しい騎士のお兄さん？」

「いったいなんの話だ！」

「えー？　お兄さん、僕のこと忘れたの？　ああ、殺す魔物の姿形なんていちいち覚えてられないって感じ？」

　鼻で笑った淫魔の言葉に、リンゼルは彼が死にかけたという話を思い出す。

「もしかして、あなたが死にかけてたのって」

「そうだよお姉さん。僕、お腹が空いて食事を探していたら、君のお兄さんに殺されかけたんだ」

「そうか……お前、ミイルズ殿下が庭園で転寝うたたねしてらっしゃった時に悪さをしようとしていた魔物か！」

「えっ、ラズだけじゃなく、ミイルズ殿下にまで取り憑こうとしていたの？」

「違うよ。食事のためにちょっと淫夢を見せて気持ち良くなってもらおうと思っただけ」

　ラズに取り憑くのとは違い、夢の中で快楽を与え、精気を摂取するつもりだったようだ。

　だが、たまたま近くを通りがかった兄が今回のように魔物の気配を察知し、食事をしようとしていた淫魔を斬った。

　命からがら逃げ隠れた先が、離宮の中庭で、ラズと遭遇……という流れらしい。

「残念だけど、今度は僕の勝ちだ」

　にやりと笑った淫魔が魔物化した植物の蔦を操り、兄の首に巻き付ける。

「うっ……」

　逆さ吊りにされながら首を強く絞められて、兄の顔がだんだんと赤くなっていく。

（このままじゃ兄様が死んでしまう！）

　そう思った刹那、リンゼルは考えるよりも先に駆け出して、背後から羽交い絞めにするように淫魔に抱きついた。

「ちょっと！　放してくれる？」

「あなたこそ兄様を放して！」

「あいつは僕を殺そうとした！　だから仕返しするんだ。でも、お姉さんは恩人だから助けてあげようと思ってるのに、殺されたいの？」

　植物を操っているため手を使えず、翼をバタバタと動かして、リンゼルを引き剥がそうとする。

「好きにすればいい。ラズが私のために命をかけてくれたように、私もラズのために命をかけるわ！」

　命に代えても、愛する人を必ず救う。

　愛から生まれる強い想いが聖なる力の糧になり、先ほど植物を浄化した時とは比べものにならない光がリンゼルから溢れ出た。

「ひっ……！　苦しい！　嫌だ！　消えたくない！」

　淫魔が悲鳴を上げてリンゼルを振り解こうとするが、ラズが動きを押さえているのだろう。

「ぐ、ぅっ……！　ラズ！　君は僕を助けてくれる契約でしょ!?」

「都合のいいことを言わないで！　先に破ったのはあなたよ！」

　ラズの代わりに怒ったリンゼルは、さらに力を解放していく。

　その聖なる光は部屋だけでなく離宮を覆い尽くさんばかりに膨れ、広がり、次々と魔物化した植物たちを浄化した。

　聖なる力の粒子が、輝きを放ちながら辺りに降り注ぐ。

　その光景はまさに奇跡と呼ぶに相応しいもので、木から解放された兄は言葉を失い見惚れていた。

　圧倒的な力を前に、淫魔は成すすべなく顔を青ざめさせて嘆く。

「た、助けて……なんでもするから……！」

　聖なる力を完璧にコントロールするリンゼルは、あと少し力を注ぐだけで淫魔を消滅させられるところまで追い詰めながら首を横に振る。

「あなたには頼らない。だけど、ラズとのことは感謝してるわ。だから今すぐ消えて、二度と現れないと約束するなら見逃してあげる」

　いまだ背後からしがみつくリンゼルは、淫魔の身体が恐怖に震えるのを感じていた。

　誰かを傷つけることに不慣れなため胸が痛むが、ここで絆されたらラズが助からないと気を引き締める。

「わ、わかった！　約束する！」

「必ずよ？」

　こくこくと必死に頷くのを見たリンゼルは、淫魔を消滅させるのではなく、ラズの身体を浄化する形で力を注ぐ。

　すると、ラズの中から黒い気の塊が出てきて、それはあっという間に人形を象った。

　角と尻尾と黒い翼の生えた、赤い瞳の少年の姿を。

　ラズががくりと膝を突き、リンゼルは慌てて支える。

「ラズ！　大丈夫？」

「あ、ああ……問題ない。それより、お前……」

　ラズに睨み上げられた淫魔は、怯えて瞳を潤ませた。

「ご、ごめん。でも、僕はちゃんとラズの約束を叶えたよ」

　でしょう？　と、半べそをかいて小首を傾げる。

　リンゼルよりも幾分か幼い姿の淫魔は、その容貌を利用して自分をか弱く見せているのか、はたまた素なのか。

（さすが魔物ね）

　こんな状況でも人を惑わすその性さがに、リンゼルは感心と呆れ半々の溜め息を吐いた。

「早く行きなさい。せっかく助けてあげたのに、兄様に斬られちゃうわ」

　喉を押さえながら咳き込む兄が、フラフラになりながら立ち上がる。

　その様子を見た淫魔は焦って翼をはためかせた。

「ありがとう、お姉さん。ラズも。恩人の君たちが幸せになれるように祈ってるよ！」

「どの口が……」

　ラズが苦笑し、つられるように苦々しく笑った淫魔は、軽やかに宙を舞って離宮から出ていった。

　兄が咄嗟に追おうとするも、ラズが「いい。あいつに救われたのは事実だ。今は見逃してくれ」と止める。

「承知しました。殿下、あれに憑かれていたようですが、お身体は大丈夫ですか？」

「ああ、リンジーのおかげで」

　ラズが隣で自分を支えるリンゼルを見る。

　すると兄はぱっと花が咲いたような満面の笑みを浮かべた。

「そうだリンゼル！　すごいじゃないか！　まるで伝承の聖王様みたいだったぞ！　さすがは俺の妹だな」

　誇らしげにリンゼルの頭をわしわしと撫でてから、ラズに向き直って一礼する。

「こちらはリンゼルの活躍で治まったようなので、俺は王宮へ戻ります。何かあれば力を貸してくれるか、リンゼル」

「はい、もちろんです」

　力強く頷くと、兄はまたリンゼルの頭を撫で、マントを翻して颯爽と王宮へ向かった。






　――それからしばらくは慌ただしかった。

　植物に足止めされていたようで、小さな葉を身体中に付けたガスパールが、ラズの無事な姿を見るなり安心して頽くずおれて。

　その後、リンゼルの部屋が使えなくなったからと別の客間に案内されるも、離宮内を回って怪我人の手当てをしていたら、あっという間に日付が変わる時刻になっていた。

　深夜、あくびを噛み殺したリンゼルが、部屋に戻ろうと廊下を歩いていると、事態の説明のため王宮へ赴いていたラズを見つけて足を止める。

　ラズもリンゼルに気付き、警護の兵と別れると目尻を下げつつ足早にやってきた。

「リンジー、まだ起きていたのか」

「ラズこそお疲れ様です。陛下や王妃殿下、ミイルズ殿下はご無事でしたか？」

「全く問題ない。王宮内に大きな被害はなく、騎士たちが早急に対処に当たったようで、俺が父上と会った時は落ち着いていた。皆口々に、魔物化した植物に光が降り注いで元に戻ったと話していた」

　どうやらリンゼルの力は離宮のみならず、王宮まで届いていたらしい。

　驚きに目を丸くするリンゼルに、ラズは微笑みかける。

「父上に浄化したのはリンゼルだと話したら、ぜひ会いたいと言っていた。明日、謁見の間に俺と一緒に行ってくれるか？」

「は、はい、もちろんです」

「それから……リンジー、今、少しだけ時間をもらえるか？」

　頷くと、ラズは自室へとリンゼルを招き入れ、扉が閉まるなり深々と頭を下げる。

「すまなかった！　淫魔が言っていたのは全部本当だ。俺はお前を手に入れるため、淫魔を利用した。下劣な奴だと罵ってくれてもかまわない。だが、どうしてもお前を取られたくなかったんだ」

　リンゼルは目を丸くしておたおたする。

「ラズ、頭を上げてください！　私はあなたを罵ったりしません。そもそも、怒ってもいませんし」

「だが……魔物の手を借りてお前に触れるなど、本来ならしてはならないことだ」

　ラズはおずおずと姿勢を戻すも、バツが悪そうに俯いたままだ。

　そんな彼を元気づけるように、リンゼルは優しく語り掛ける。

「でも、そのおかげで私達はお互いの気持ちに気付けた。ラズの身体が乗っ取られた時はハラハラしましたけど、力も使えるようになりました。全部ラズのおかげです」

　結果的に全てうまくいったのだ。

　憂う必要はないのだと微笑むと、ラズはようやく肩の力を抜いて微笑んだ。

「俺を甘やかしすぎじゃないか？　そんな風に優しくされたらますます手離せないな」

「手離すんですか？」

　そんなのは嫌だと訴えるように眉尻を下げて見つめると、ラズは「まさか」とリンゼルを愛おしげに抱きしめる。

「俺はこの腕の中にお前を閉じ込めるために、淫魔と取引したんだ」

「私も、あなたの腕の中にいたい。だから、縁談は頑張って断ります」

　力を使えるようになった今なら、聖王の血を持つ相手でなくてもいいのではと説得もできるだろう。

　結婚することでしか役に立てない自分ではなくなったのだから。

「俺も願い出てみるよ。リンジーと結婚したいって、父上に」

「ラズ……」

　歓喜に胸が震え、瞳を潤ませたリンゼルの目尻をラズの指がそっと撫でて涙を拭う。

「生涯を共にできるのはリンジーしかいないと思ってる。こんな厄介な体質だが、俺と結婚してくれるか？」

「はい……！　どんなラズでも」

「ありがとう、リンジー。誰よりも、何よりもお前を愛してる」

　私も愛しています。

　その言葉は、ラズの優しい口づけに塞がれて紡げなかったが、リンゼルは自らも口づけを返すことで深い深い愛を伝えた。

















終章　夢中で愛して












　世間では王宮植物魔物化事件と呼ばれている淫魔騒動から三カ月後。

「……調合完了。もう遅いし、瓶詰めは明日にしようかな」

　リンゼルは今も変わらず、ラズの専属薬師として離宮に滞在していた。

　そろそろ寝支度に入ろうと寝室へ移動すると、窓から吹き込んだ初夏の風が、リンゼルの髪を優しく靡かせる。

　換気のために開けておいた窓の前に立ったリンゼルは、無数の星が煌めく夜空を見上げた。

（ラズはまだ帰ってないかしら）

　最近、ラズは近衛騎士団と共に行動するようになり、毎日遅くまで王宮の騎士殿にて鍛錬に励んでいる。

　今までも王子として剣技は学んでいたが、淫魔の一件で、いつ魔物と対峙しても勝てるようにさらに力をつける必要があると感じたらしい。

　何があってもリンゼルを守れるように、と。

（私のために頑張ってくれるのは嬉しいけど、毎日怪我をして帰ってくるのは心配だわ）

　今のところ小さな傷で済んでいるが、何かあって大怪我をしたらと思うと心配でならない。

　部屋の柱時計を見ると、そろそろ夜の十時をまわる。

　ここのところ夕食も騎士団の面々と共にとっているようで、帰るとすぐに入浴を済ませ、身奇麗にしてからリンゼルに挨拶に来て、朝まで共に過ごす……というのが最近の彼のルーティンだ。

　調合に集中していて物音に気付けなかっただけで、もしかしたらもう帰ってるかもしれない。

（様子を見に行ってみよう）

　寂しさもあったリンゼルは、夜着の上にガウンを羽織ってラズの部屋に向かった。

　この時刻は使用人たちも仕事を終えて宿舎に帰宅しているため、離宮はとても静かだ。

　巡回する衛兵に会釈し、ラズの部屋の前に着いたリンゼルは小首を傾げる。

　いつもはぴっちりと閉まっている扉が少し開いているのだ。

　もう帰っているのか。

　そっと中を覗いてみると、人の気配を感じてリンゼルは「ラズ？」と声をかけた。

　すると、奥からバスローブを着たラズが出迎える。

「リンジー、ただいま」

「おかえりなさい。ドア、開いてましたよ。不用心ですね」

　以前、自分が注意された時と同じようにするとラズが苦笑する。

「早くリンジーに会いたくて慌てて風呂に入ったからかな。抱き締めてもいいか？」

　ラズが両手を広げて、リンジーは躊躇わずにその腕に包まれた。

「今日もお疲れ様です。怪我はありませんか？」

「かすり傷程度だ、問題ない」

「問題あるかどうかは私が判断するので診せてください」

　専属薬師としてお願いすると、ラズは「仰せのままに」と小さく笑い、猫脚のソファに腰掛けて身を任せた。

　今日は、手の甲の擦り傷と腕と脇腹の打撲。

　訓練ではトレーニング用の木剣を使用しているため切り傷はないが、こういった傷は毎日つく。

　そしてそれを癒すのが、リンゼルの仕事だ。

「この程度なら薬がなくても私の力で治せそうです」

　微笑んで告げたリンゼルは、聖なる力を巡らせてラズに送った。

　柔らかな光がラズの身体を包む。

　すると、あっという間にラズの傷と打撲の痕が消えた。

　聖なる力で治癒力を高め、治したのだ。

「相変わらずすごいな……。確か、強い想いが鍵、だったか？」

「多分ですよ？　私がそうなだけで」

「いや、アトレイユも納得していた。彼は正義という強い意志を持っていつも魔物に剣を振るっていると」

　だとすれば、姉はなんだろうか。

　自分の力を誇っているので、強い自信かもしれない。

　なんにせよ、『愛』がリンゼルの力の源であることは確かだ。

　ラズはすっかり痛みの消えた腕を動かす。

「実は王宮で、リンジーを王宮の専属薬師にしたいと願う声が増えている」

　先日の事件により、リンゼルの力が兄と姉よりも強いことが実証され、今やリンゼルは聖王の再来と謳われている。

　その評判は王都のみならず他国まで広く知れ渡っていると聞き、リンゼルは日々恐縮するばかりだ。

「お前の姉は仕事を奪われないかと気が気じゃないだろうな」

「それが……なんだかスッキリした顔をしてて」

「どういうことだ？」

　実は今朝、母の具合が良くないと聞いたリンゼルは、薬を届けにマクミランの屋敷に戻ったのだが、そこで姉と遭遇した。

　てっきりいつものように嫌味を言われるのではと身構えたのだが、姉は「やっぱりそうだと思ってたわ。私すごくない？」と笑ったのだ。

「どうやら姉は、私に力があると前から気づいていたようで……」

　だから薬草園を使わせず、機会を奪い、自信をなくさせるために嫌味を言っていたと、開き直るように姉は打ち明けた。

　その時のことを思い出し、リンゼルは苦笑する。

「ラズのことも、私のハーブが力を持って癒しているとわかっていたから、引き離すために、あえて婚約者の情報を流したらしいです」

　すべては聖王の末裔として、姉が有利な立場にいるためだったのだ。

「お前の姉は、いっそ清々しいほど自分に正直だな……」

「でも、私よりも力のある姉がどうして突っかかるのか不思議だったので、全部わかってスッキリしました」

　今後、姉との関係がどうなるかはわからない。今日も謝罪があったわけでもない。

　けれど、嫌味を言われてもいない。

　ただ、いつものように「まあ、せいぜい頑張りなさい」と言って去っていた。

（強がりなのかもしれないけど）

　だが、リンゼルは姉から仕事を奪うつもりはない。

　母は手のひらを返したようにリンゼルを持ち上げ、姉と共に王宮で働けと言うが、今のところそれも考えていない。

　リンゼルは、ラズの専属薬師でいたいのだ。

　もちろん、王宮から依頼があれば仕事を請け負うが、いずれはラズの伴侶として彼を支えたいと願っている。

　ラズもそれを望んでくれている……はずだが。

「リンジーが気にしてないならいいが、何かあったらすぐに言ってくれ」

（……でもラズは、何かあっても私には話してくれない）

　だから、最近はラズの気持ちが自分にあると、自信が持てなくなっていた。

「リンジー？」

　顔色を曇らせてしまったせいだろう。

　ラズが首を傾げるようにしてリンゼルの顔を覗きこむ。

　どうかしたのか、と聞かれる前に、リンゼルは口を開いた。

「ラズ……キス、してもいいですか？」

　いつもは自分からせがんだりしない。

　だが、誤魔化す理由も思い浮かばず、何より、彼に触れて不安を取り除きたかった。

　そんな理由があるとは思っていないのだろう。

　ラズが嬉しそうに目を細める。

「聞かなくても、お前の好きなタイミングでしてくれていい」

　そう言いながらも、リンゼルの口づけを待たず、嬉しそうに自分から唇を寄せて重ねた。

　ラズの甘く優しい口づけは、いつだって愛されていると実感できて、リンゼルの心を幸福で満たしてくれる。

　だが今は、彼の口から何も語られないことで、それを得られないでいた。

　その原因は、ラズの縁談だ。

　実は、力が覚醒したリンゼルは、ラズに聖なる加護を与えて憑かれやすい体質を改善したのだが、魔や魔の気が寄り付かなくなったラズは、すべてにおいて調子が良くなり、元々高かったポテンシャルを存分に発揮している。

　最近では政務にも携わることが増え、兄想いのミイルズの勧めもあって王位継承の話が復活した。

　その影響で、各国から使節団がやってきて、ラズとの縁談を交渉しているらしい。

　破談になったいくつかの縁談も、再度浮上しているとあちこちで噂されている。

　ラズの体質を変えて国王に深く感謝されたのは嬉しかったが、本当にほしいのはラズとの結婚許可だ。

　もしこのまま、ラズと他国の姫との縁談が決まってしまったら……。

（私の縁談もひとまずなくなったけど、いつどうなるかわからないし……）

　ここ数日、縁談による不安が再びリンゼルの胸中で渦巻いて仕方ないのだ。

　咥内をゆったりと味わっていたラズが、熱い息を零す。

「リンジー、このまま抱いてもいいか？」

「はい……」

　小さく首を縦に振ると、リンゼルはソファに押し倒された。

　ラズは、深い口づけを与えながら、リンゼルの快感を高めようと夜着の胸元を開き、双丘で色付く頂きを舌と指で愛撫する。

　こうして触れられ、快楽を与えられれば不安は溶けて忘れられる。

　だが、それは一時。

　熱が醒め、朝が来て彼を送り出すと、再び不安が押し寄せる。

（このままじゃダメ）

　ラズの気持ちを疑ってはいないが、愛されているという自信を取り戻すには、彼の心を虜にしているという確証がほしい。

　それには、今のままではいけない。自分も努力をしなくては。

　とりあえず、今すぐにできることといえば。

「あっ……ラズ、いきなりっ……」

　考えている間に、ラズはリンゼルの片脚を肩にかけ、下着の中に指を侵入させるや蜜口にゆっくりと差し込んだ。

「さっきから集中してないだろ？　だから、お仕置きだ」

　お仕置きというにはどこか楽しそうな声色で言って、ラズの指は隘路を探るようにかき混ぜる。

「おかしいな。胸に触れただけでもうこんなに濡れてる。気もそぞろなくせにこんなになるなんて、相変わらず敏感だな」

「そんな、意地悪なこと言わないでください」

「意地悪じゃなくて真実だ。ほら」

　一度手を引いたラズは、蜜で濡れた指をリンゼルに見せる。

「は、恥ずかしいです」

　羞恥に顔を赤らめるリンゼルをさらに追い詰めるように、ラズは蜜を纏う指に赤い舌を這わせて舐めた。

「美味い」

　恍惚と息を吐いたラズに、リンゼルは「そんなはずはない」と心の中で否定する。

「淫魔はもういないじゃないですか」

「精気は関係ない。リンジーはどこもかしこも美味いんだ。特にここは、いくら舐めても飽きない」

　ここ、と強調しながら再び下肢に手を伸ばされ、濡れるあわいを指で優しくなぞられる。

　リンゼルはラズと結ばれてから、こうして彼の望むままに身を委ねていた。

　だが、彼の心を虜にするなら。

（今のままで満足していてはいけない）

　決意を胸に、リンゼルは起き上がってラズを押し倒した。

　ラズは驚いて瞬きを繰り返す。

「リンジー？」

「わ、私も、ラズを食べたいです」

　勇気を総動員しても羞恥がリンゼルを襲う。

　恥ずかしすぎて今すぐ逃げ出したい。しかしここで逃げては、ラズとの幸せな未来はやってこないかもしれない。

　リンゼルは顔をリンゴのように赤くしながら、ラズのバスローブをはだけさせた。

「食べるって……え、ま、待て。本気か？」

　ラズはリンゼルが何をするつもりか理解したようで、頬をほんのりと赤く染める。

「ダメ、ですか？」

「ダメじゃないが、急にどうしたんだ？」

「いつも、してもらってばかりなので」

　リンゼルは、下着越しに存在を主張するそれに緊張しながら触れた。

「っ……リンジー……」

　興奮しているのか、布を一枚隔てているにもかかわらず熱が伝わってくる。

「脱がしていいですか？」

　こくりと頷いたのを見て、リンゼルは下着をずらしてそそり勃つラズの欲を外気に晒した。

（これが、いつも私の中に……）

　ラズに求められ、攻め立てられる快楽を思い出し、腹の奥がキュンと疼く。

　早くひとつになって愛し合いたいという欲望が芽生えるが、今はラズによくなってもらうのが先だ。

　ラズの心も身体も満たして、どれだけ魅力的な女性が現れても、リンゼルがいいと思ってもらうために。

（ああ、そうか。淫魔に頼ったラズの気持ち、少しわかる気がする）

　誰かに渡したくなくて、触れて満たして夢中になってもらいたい。自分を選んでもらいたい。

　独占欲から生まれる切実な想いを胸に、リンゼルはラズの熱杭を両手に包み、先端に舌を這わせた。

　その瞬間、小さく喉を鳴らしたのが聞こえて上目遣いでラズの様子を見ると、とろんとした目と視線がぶつかる。

　気持ちよくなってくれている。

　それがわかって嬉しくなったリンゼルは、ラズの昂ぶりをゆっくりと口に含んだ。

　しかし、大きくて半分も招き入れられず、舌で先端を舐めるのが精一杯。

　だがそれでもラズは十分感じているようで、腰をぴくりと震わせた。

「っ……はぁ……お前の小さな口が必死に俺のを……」

　吐息交じりに吐露したラズの先から、快感の高まりを知らせるように透明な液体が滲み出る。

　それは少し苦味があるのだが、自分の行為がラズに快楽を与えた証だと思うともっと出してほしいと思えてくる。

　彼が気持ちよくなれるよう熱棒をたどたどしく手で扱けば、ラズが歯を食いしばって鼻にかかった声を漏らす。

　唇で淫靡な水音を奏でながら手の上下運動の速度を少しずつ速めると、ラズの腰が跳ねて肉茎の硬度が増した。

「んっ……良すぎて、出そうだ」

「出して……ください」

「ダメだ、お前の中で果てたい」

　ぐっと腰を引かれてしまい、口からラズの昂ぶりが飛び出る。

「リンジー、次は俺がする」

　言うや、リンゼルを軽々と横抱きにしてベッドに運んだラズは、余裕なくバスローブを脱ぎ捨てる。

　次いで、リンゼルの夜着を取り払い、押し倒し、口づけながら下着を引き下ろすと秘裂に指を這わせた。

　敏感な突起に優しい手つきで刺激を与えられて、リンゼルの腰が無意識に揺れた。

「ここ、気持ち良すぎて我慢できないんだな」

　こくこくと頷くとラズは「可愛い」と囁き、親指で秘芽に触れながら、熱い泥濘に指を挿入した。

「とろっとろだ。もしかして、俺のを舐めながらほしくなってたのか？」

　証拠を突きつけるようにぐちゅぐちゅと音を立てられては否定もできない。

　羞恥で赤くなったリンゼルの耳を、ラズの唇が食んで舌で弄る。

　するとぶわりと快感が増して、リンゼルは腰を浮かせながらラズの指を締め付けた。

「耳、ダメ……」

「弱いから？　でも気持ちよくなってほしいからやめないぞ」

　ラズは耳孔じこうに舌を差し入れ、同時に蜜壁の腹側を押すように擦り上げた。

「ひっ、あっ、ああ……！」

　舌で耳を、指で花芽を、そして中の弱い部分までも刺激され、極上の快楽がせり上がってくる。

　足先が震えて喉を反らすと、ラズが耳元で「リンジー、イッて」と掠れた声で懇願した。

　その直後、まるで魔法でもかかったかのように、リンゼルは蜜を散らして達してしまう。

「なぁ、もういいか？　早くお前の中に入りたい」

　乞われたリンゼルは、いつものように頷かず、身体を起こしてラズに馬乗りになった。

　そのまま怒張を蜜口にあてがうと、ラズが目を丸くする。

「う、うまくできないかもしれないですけど、今日は私が頑張ります」

「リンジー、本当に今日はどうしたん、っ……くっ……」

　ラズの言葉を無視してゆっくりと腰を落としたリンゼルは、自分で迎え入れる圧迫感に息を詰めた。

　蜜壁が目いっぱい押し広げられ、中がぴっちりとラズで満たされる。

「全部……入った、の？」

「まだ、だ」

　ラズが掠れた声で言って、リンゼルの腰を優しく撫でる。

　言われてみれば、確かに臀部が浮いている。

　いつもラズに打ち付けられている時の距離感を思い出し、リンゼルはどうしたらもっと奥まで招き入れられるのか戸惑った。

「リンジー、無理しなくていい。俺が慣らすから任せてくれ」

「ダメです。ラズは動かないでください」

　制止したリンゼルは、覚悟を決めてさらに腰を落とした。

「っう……うぅ……」

　しかし、気持ち良さではなく痛みが走り、耐えきれず眉間に皺が寄る。

　するとラズが上体を起こして、両手でリンゼルの頬を包み込んだ。

「リンジー、何かあったのか？　あるなら話してくれ」

　ラズが心配し、瞳に切なさを滲ませてリンゼルを見つめる。

　話したら、呆れられるだろうか。それとも面倒に思われるだろうか。

　だが、何かあると勘付かれてしまったからには、黙っていては心配をかけ続けるだけ。

　リンゼルは逡巡し、口を開く。

「私を、選んでほしくて」

「……？　なんの話だ？」

「たくさんの縁談が舞い込んでいると聞いたんです。だから、負けたくなくて」

「それで、積極的になったのか？」

　こくりと小さく首を縦に振ると、ラズは口元を緩めて「そうか」とリンゼルに何度も口づけた。

「つまり、ヤキモチを妬いて、不安になっていたんだな」

「……なんで嬉しそうなんですか」

「お前がそれだけ俺を好きだとわかるからだ」

　可愛いと続けたラズは、リンゼルを愛おし気に見つめて抱き締める。

「リンジーの素直なところが可愛くて好きだ。憑かれやすいという意味を勘違いしていたのも可愛かった。だが、俺の気持ちを疑うのはいただけないな」

「ご、ごめんなさい……」

「まったく、これだけ夢中になってお前を抱いてるのに、伝わってないとは驚きだ」

　ラズは呆れつつも柔らかい笑みを浮かべた。

「俺は、淫魔を利用してまでお前を手に入れたんだ。どんな女性が現れようと、心変わりなどしないし、引き離されるというなら駆け落ちだってする覚悟だ」

「そ、それはダメです！」

「わかってる。だが、駆け落ちもやぶさかでないくらい愛してるんだ。だから、心配なんてせずに、笑っていてくれ」

　啄むように口づけられて、リンゼルは「はい」と微笑した。

　それを合図にするように、ラズが余裕なさそうに熱い息を吐く。

「なぁ、そろそろ動いてもいいか？　さっきから生殺し状態だ」

　ラズの腰が揺らいで強請る。

　リンゼルは小さな刺激に腹の奥が切なくなるのを感じながらラズの方に手を添えた。

「私も、動きます」

「じゃあ、一緒に動きを合わせよう」

　独りよがりの行為ではなく、互いに高め合うために。

　ラズが下から甘く突き上げて、リンゼルは迎えるように腰を下ろす。
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「ああ……奥まで……咥え込まれて……腰が、溶けそうだ」

「あぅ……これ、気持ちいいところに、当たっちゃう」

「当てていい。好きなように俺を食ってくれ」

　促されたリンゼルは、慣れないながらもラズと呼吸を合わせて腰を弾ませ、彼の先端を自らの弱い部分に擦り付けた。

　ずぶりずぶりとまさしく食べるように、ラズの猛りを何度も呑み込んでいく。

「あっ、あっ、ラズ……好き……」

「リンジー……！　俺も、お前が好きだ」

　呼吸を乱し、リンゼルを強く抱きしめるラズは、奥を穿ちながら口づけてくる。

「愛してる、リンジー」

　蕩けた瞳で見つめ合い、共に腰を揺らして官能の果てを追い求める。

「中、うねってる。もうイきそうか？」

「イき、ます。ラズ、一緒に、一緒がいい」

「わかった。一緒にイこう」

　ラストスパートをかけるべく、ラズの手が腰を掴んだ。激しい突き上げに、リンゼルは甘い嬌声を紡ぎながらラズの身体にすがってしがみつく。

「もっ……イくっ……！」

　リンゼルの蜜壁が限界を迎えて締め付けると、ラズから小さな呻き声が零れてきつく抱き締められる。刹那、最奥に熱が放たれた。

　リンゼルは瞼の裏が白く染まっていく感覚に身を委ねながら、ラズの腕の中で身体を震わせ続けた。

　法悦の余韻に呼吸を乱すラズが、リンゼルの唇を優しく塞ぐ。

「リンジー……縁談だが、すでに全部断ってるんだ。それと、父上から許可が下りた」

　汗にしっとりと濡れたリンゼルの髪に優しく指を通し、ラズがとびきり優しく微笑む。

「リンジー。あらためて言わせてくれ」

　――俺と結婚してほしい。

　正式なプロポーズに涙ぐんだリンゼルは、これ以上ないくらいの幸福に満ちたキスをした。






　木々が赤々と色付き始めた季節。

　レガール王国の王都は、何十万人もの国民の歓声で溢れていた。

　沿道を埋めつくす人々が見つめ手を振る先には、四頭立ての豪奢な馬車に乗るこの成婚パレードの主役、王太子ラズワルドと聖王ラフォレの末裔リンゼルが笑みを浮かべて手を振り返している。

　群衆に紛れてその様子を眺める美しい少年が、溜め息を吐いて独り言ちる。

「ラズのやつ、デレデレじゃん。僕のおかげでこうなれたんだから、感謝してほしいなぁ」

　美しい純白のドレス姿のリンゼルと、その隣りで幸せそうに微笑むラズがこうして結ばれたのは全て自分のおかげ。

　褒美をもらってもいいくらいだが、今のふたりはそれぞれすっかり力をつけてしまい、冗談でも近づけそうにない。

　そもそも約束したので叶うはずもないが。

「はぁ、お腹減ったなぁ。そろそろ食事にしようかな」

　最近見つけた自分と相性のいい人間。

　隣国に住む彼女の元へ戻る前に、少年はもう一度ふたりを見つめた。

「僕を生かしてくれてありがとう。せいぜいお幸せに」

　せっかく永らえた命だ。

　近いうちにラズが導きリンゼルが支えるであろうこの国の行く末がどうなっていくのか高みの見物してやろう。

　笑みを浮かべ、少年は人知れず姿を消す。

　そんな彼の恩人たちが、レガール王国を栄えさせ、賢王と聖女として歴史に名を残すのだが、それを知るのはまだまだ先の話である。
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